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平成２５年度

第２４回大分県教育委員会

【議 事】

（１）報 告

①平成２６年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

（追加提案）

②県立学校における転落事故の防止等に関する調査結果について

（２）協 議

①第３次大分県子ども読書活動推進計画案について

②大分県教育委員会行政組織規則等の一部改正について

③平成２７年度大分県立高等学校入学者選抜（第一次）について

（３）その他
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【内 容】

１ 出席者

委 員 委員長 松 田 順 子

委員長職務代理者 林 浩 昭

委員 麻 生 益 直

委員 岩 崎 哲 朗

委員 首 藤 照 美

教育長 野 中 信 孝

欠席委員なし

事務局 教育次長 河 野 盛 次

教育次長 宮 脇 和 仁

教育次長 別 木 達 彦

教育改革・企画課長 佐 野 壽 則

教育人事課長 藤 本 哲 弘

教育財務課長 竹 野 泰 弘

福利課長 大 石 尚 志

義務教育課長 後 藤 榮 一

生徒指導推進室長 江 藤 義

特別支援教育課長 後 藤 みゆき

高校教育課参事（総括） 林 加代子

社会教育課長 法 雲 淳

人権・同和教育課長 小 池 昭太郎

文化課長 佐 藤 英 一

体育保健課長 蓑 田 智 通

教育改革・企画課主幹 勝 尾 裕 美

教育改革・企画課主査 釘 宮 隆 之

２ 傍聴人 １５ 名
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開会・点呼

（松田委員長）

本日はビデオカメラ等４台の撮影を許可していますので、よろしくお

願いします。

それでは、委員の出席確認をいたします。

本日は、全委員が出席です。

それでは、ただいまから平成２５年度 第２４回教育委員会会議を開

きます。

署名委員指名

（松田委員長）

本日の会議録の署名委員でございますが、首藤委員にお願いしたいと

思います。

会期の決定

（松田委員長）

本日の教育委員会会議はお手元の次第のとおりであります。

会議の終了は１４時３０分を予定しています。

よろしくお願いします。

議 事

（松田委員長）

はじめに、会議は原則として公開することとなっておりますが、会議

を公開しないことについてお諮りします。

協議の②については人事に関する案件であります。また協議③につい

ては未成熟な情報により県民の混乱を生じさせるおそれが強い案件なの
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で、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第６項ただし書

の規定により、これらを公開しないことについて、委員の皆さんにお諮

りいたします。

公開しないことに賛成の委員は挙手をお願いします。

（採 決）

それでは協議の②及び③の２件は、非公開といたします。

本日の議事進行は、はじめに公開による議事を行い次に、非公開によ

る議事を行います。

【報 告】

①平成２６年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

（追加提案）

（松田委員長）

それでは、第１号議案「平成２６年第１回定例県議会議案に対する教

育委員会の意見について」提案を求めます。

（野中教育長）

報告第１号「平成２６年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の

意見について」ご説明いたします。

報告第１号の３ページをご覧ください。

平成２６年第１回定例県議会に上程された追加議案のうち、教育委員

会関係分として、中ほどにある平成２５年度大分県一般会計補正予算（第

３号）関係部分につきまして、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第２９条の規定により、知事から教育委員会の意見を求められました。

本来なら知事への回答にあたり、教育委員会で議決していただくとこ

ろですが、日程の都合上、協議できませんでしたので、大分県教育委員

会の権限に属する事務の一部を教育長に委任し又は臨時に代理させる規

則第３条第１項に基づき教育長が臨時に代理して２ページのとおり異議

のない旨回答しましたので、同規則同条第２項に基づき、ここに報告い

たします。

当該議案の内容等につきまして、ご説明します。

４２ページをお開きください。
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下から３段目に２重線で囲んでおりますが、補正予算計上額は、右か

ら２列目の補正予算額の欄にございます、３７億１，７８９万２千円の

減額です。

内訳は、その下にありますように、人件費が３２億８９４万７千円の

減額となっており、その主な理由は、昨年７月１日から実施している給

料の特例減額措置及び教職員の減などによるものです。

事業費につきましては、５億８９４万５千円の減額となっており、こ

の結果、補正後の予算総額は、右端の欄の下から３番目にありますよう

に、１，１０４億８，７８４万４千円となります。

個別事項の説明については、次のページの「事業概要」で説明させて

いただきます。

１番の「高等学校施設整備事業」、２億３，７３１万４千円の減額で

す。これは、高等学校の武道場や屋内運動場等の天井等落下防止に係る

「非構造部材耐震対策」として１，９９７万５千円、玖珠新設校のグラ

ウンド整備に係る「用地購入費」として３，５３２万８千円を今回の補

正でお願いしていますが、その一方で、大規模改造などの入札残により、

全体として減額になっています。

２番の「文化活動推進事業」、２億円の増額は、芸術会館に寄託され

ている南海コレクション５０点について、売却され散逸する恐れがある

ことから、購入に備えて美術品取得基金に、２億円を積み増すものです。

なお、詳細につきましては後ほど、文化課長から説明いたします。

３番の「文化財発掘受託事業」、７，２４８万円の減額は、国等から

委託を受けて実施する埋蔵文化財発掘調査において、高速道路等の建設

事業の進捗状況により受託額が固まったので、所要の補正を行うもので

す。

４番の「全国高等学校総合体育大会開催事業」１億１，５７８万３千

円の減額は、昨年８月に開催しました全国高等学校総合体育大会の実行

委員会への負担金額が確定したことにより、所要の補正を行うものです。

以上でございます。

（佐藤文化課長）

説明資料の４４ページをご覧ください。美術品の取得について、報告

します。

南海コレクションと呼ばれる美術品が、佐伯市の健康保険南海病院(以

下「南海病院」という)において、昭和５０年代に医療の一環として、

来院者などの癒しのため収集され、約６００点ほどあります。

シャガールやローランサンなど２０世紀のフランス美術の画家やパリ

で学んだ日本人画家を中心とした明るい具象画が大半を占めています。

次の４５ページをご覧ください。この一覧表は、芸術会館に寄託され

ている南海コレクションの５０点全てであり、著名な作家の作品がずら
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りと並んでおります。

前のページに戻り、中段にありますローマ数字のⅡ、「コレクション

と県との関わり」をご覧ください。芸術会館において、平成１６年度「パ

リと画家たち」展として開催され、初めてこのコレクションが、多くの

県民に鑑賞されました。

その後、芸術会館に寄託された作品は、Ｈ２０年度～Ｈ２５年度の６

年間に亘って、芸術会館の展覧会で展示され、作品の優しい雰囲気が県

民の心を和ませ、根強いファンを形成してきました。

ローマ数字Ⅲの（１）をご覧ください。昨年１０月に、南海病院の経

営母体である（社）全国社会保険協会連合会（以下「全社連」という。）

は、寄託５０作品について、寄託先の大分県に対して、２５年度中の売

却を打診してまいりました。

この寄託作品については、①日仏の主要な画家の作品が、まとまった

コレクションとして、身近にある状況が極めてまれなことであり、②洋

画部門の充実につながる優れたコレクションであることや、③県民に親

しまれてきた貴重なコレクションであることなどを踏まえ、県が保有す

ることにより、散逸の危機を回避し、２７年春開館予定の県立美術館に

作品を引き継ぐ意義があることから、全社連と協議を開始しました。

県として、適正な価格で取得するため専門家による評価を求めたとこ

ろ、作品の評価額は３億９，９０８万円でした。

この評価額を踏まえて、本県との関係性や芸術会館での寄託作品のこ

れまでの管理経費などを考慮した金額を提示し、その結果９，９９５万

円が減額され、売却額について、２億９，９１３万円で合意に達しまし

た。

このことから、購入に備えて、美術品取得基金に積み増しを行うため、

３月補正に２億円を計上するものです。

以上でございます。

（松田委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（林職務代理者）

ピカソなど県が所有した場合、県内の子どもたちが、直接見ることが

できますか。

（佐藤文化課長）

可能性はあります。本年度も佐伯の地域巡回展で、昨年は杵築市や由

布市において、展覧会を実施しました。今まで寄託者の許可が必要であ

ったが、所有に変わったことから、展示ができる可能性があります。た

だし展示の仕方に工夫が必要となります。
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（松田委員長）

子どもたちに見せることができることはよいことですね。

（林職務代理者）

２億円を積みまして２億９千万円で購入した場合、基金はどうなりま

すか。

（佐藤文化課長）

２６年３月に１億３千５百万円あります。２億円を積みまして、次年

度に３千数百万円の残となるので、今後適正に管理することが必要であ

ります。

②県立学校における転落事故の防止等に関する調査結果について

（松田委員長）

それでは、報告第２号「県立学校における転落事故の防止等に関する

調査結果について」報告をしてください。

（宮脇教育次長）

報告②の１ページをご覧ください。

この事故は、２月５日に県立中津南高校で３年男子生徒が窓の清掃中

に４階から２階テラスに転落し、死亡するという大変痛ましい事故でし

た。

２月１２日の教育委員会で説明いたしましたが、本日はその後の対応

について説明します。４ 事故後の対応（３）の③のところからになり

ます。

前々回の教育委員会がありました２月１２日に、県立学校長及び市町

村教育委員会教育長宛に「学校における転落事故の防止について」の通

知を発出しました。

通知内容は大きく２点で、１点は、安全教育について、『２階以上の

窓の外側の清掃は、安全が確保される場合を除き行わないこと』等、具

体的な指導内容を指示しています。

２点目は、各学校に窓清掃等に関する調査及び転落防止に係る施設設

備の安全点検の調査を指示しました。この調査は、今回の転落事故を受

けて、県立学校における転落防止にかかる施設設備の状況及び窓清掃の

実態や安全指導の状況を把握するために行ったものです。

発出文書及び調査項目等は６ページから１３ページにございます。ま

た、調査結果については、４ページに「転落防止に係る施設設備の安全

点検実施結果」、５ページに「窓清掃等に関する調査結果」をつけてい

ます。
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これら２つの調査結果から分かった課題と今後の対応について、２ペ

ージ、３ページにまとめてありますので、これに沿って説明させていた

だきます。

２ページをご覧ください。

まず、「転落防止に係る施設設備の安全点検」についてですが、調査

の結果判明した状況といたしましては、屋上については、出入り口の施

錠ができない学校が１校、天窓の周囲に立ち入りが可能な学校が１校あ

ることがわかりました。また、窓については、窓下に足掛かりとなるも

のを置いている学校が３６校あり、床から窓下までの高さが１．１ｍ未

満の学校が４３校あることがわかりました。庇については、容易に立ち

入れない措置がなされていない学校が２２校あることがわかりました。

バルコニー・階段・吹き抜け・外廊下等については、手すりに腐食・ぐ

らつきがある学校が１０校、階段床の仕上げ材・滑り止め破損等がある

学校が８校、付近に足掛かりとなるものを置いている学校が３校あり、

その他、屋内運動場の階段・踊り場の手すりの高さが１．１ｍ未満とな

っている学校等があることがわかりました。

続いて「窓清掃等に関する調査」について説明します。

調査の結果判明した状況としましては、まず、窓清掃の状況について

ですが、約９割の県立学校において、児童生徒に窓の清掃を行わせてお

り、その頻度は、学期に１回が最も多いということがわかりました。

次に手の届かない部分の清掃については、柄付きモップで清掃をして

いる学校が１９校、生徒に手の届かない部分は清掃させていない学校が

１５校（その他に計上）ある一方、「ロッカーの上に上がる」「椅子等の

上に上がる」「窓の桟に上がる」とした学校が、それぞれ、１９校、２

８校、１０校あること、また、児童生徒用のロッカーを、教室内の窓側、

廊下の窓側に置いている学校が、それぞれ４校、３２校あることがわか

りました。

窓清掃に対する安全指導の状況については、２階以上の窓の清掃を「行

っていない」「内側だけ拭く」「十分注意するよう指示しながら行ってい

る（その他に計上）」などとしている学校が全体の半数を占める一方、「特

に指示はせずに行っている」という学校が２０校あること、また、窓の

清掃を行う前に安全指導を行っていない学校が２３校あり、窓清掃のマ

ニュアルがある学校は４校に止まっていることがわかりました。

清掃時の事故等の発生状況やその際の安全指導の状況については、過

去５年間に、「清掃時にけが等をする事故が起こった」学校は１校（今

回の事案）、「清掃時にけが等をしそうになる事例が起こった」学校は１

校であり、いずれにおいても、事前に安全指導を行っていなかったこと

がわかりました。

続いて３ページの、課題と今後の対応をご覧ください。

学校における転落事故の防止に当たっては、学校の状況を把握した上
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で危険な場所が見つかったときは速やかに対応する必要があります。ま

た、児童生徒の発達段階を考慮しながら、事故の危険性について児童生

徒に認識させ、危険な行動を取らないよう、安全指導を行う必要があり

ます。

今回の事故を受けて、県教育委員会では、これまで、３度の通知を発

出し、先ほども触れましたが、２月１２日付けの通知では、

①窓の清掃時は、事前に安全な清掃方法を指導し徹底すること

②２階以上の窓の外側の清掃は、安全が確保される場合を除き行わな

いこと

③窓のそばで机、椅子、ロッカーの上に立ち上がらないこと

等を指導しましたが、今回、指導内容が徹底されるよう実態調査を行

ったところであります。

今回の調査により、屋上、窓、庇、バルコニー・階段・吹き抜け・外

廊下等について、安全上の課題がある学校があることが分かりましたの

で、今後、当面、天窓、腐食やぐらつきのある手すりなどの危険箇所や、

庇に立ち入らないことを児童生徒に周知徹底すること等について学校を

指導します。

また、窓清掃等については、手の届かない部分の清掃の仕方について、

各学校の実態が異なっているとともに、ロッカーを窓側に置いている学

校があること、また、窓清掃に対する安全指導が徹底されてこなかった

ことが分かりました。

今後、安全確保が徹底されるよう、特に２階以上の窓について、窓の

外側を含め手の届かない部分をどのように清掃するべきか、窓側に置く

設備についての留意点は何か、窓清掃に係る適切な安全指導の内容をど

のように行うかなどについて、児童生徒の発達段階や各学校の特性を踏

まえつつ検討した上で、改めて学校に対して指導を行うこととします。

併せて、各学校において、県からの指導を踏まえて転落防止に係る留

意点を整理するよう求めることとします。

最後になりますが、もう一度、１ページにお戻りください。

４ 事故後の対応（４）についてですが、現段階で１７日と２６日の

２回、教育委員会による現地調査を行っています。

５ 今後の対応といたしましては、事故発生の状況に関するとりまと

めを行うとともに、ただいま報告しました調査結果を踏まえた学校への

指導や施設の改修等を行ってまいります。

以上で報告を終わります。

（松田委員長）

何か質問・ご意見等はありませんか。

（麻生委員）
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報告書としてまとめたことはいいことだと思います｡基本的にこの考

え方を周知徹底させて、できるだけ早くこれを各学校が掌握して実行す

ることが一番肝心だと思います｡そのためには「いつまでに」というこ

とが必要である｡この中には、その部分の説明がありません。いつまで

に改善し指導を行うということ、その辺をはっきり出して各学校に周知

徹底して、することを決めないといけません｡例えば、１学期の終わり

まででは遅いという気がするので、その辺をもう一度検討の上、実行に

移してください｡

（宮脇教育次長）

ご指摘のとおりだと考えています｡アンケート中で個々の学校によっ

て状況が違う場合があるので、詳細を調べて、早急に指導します｡

（林職務代理者）

将来的に２階建て以上の窓ガラスの外側を拭くのを子供たちがやらな

いのか、あるいはモップや磁石付きの清掃用具で外側をやるのか、業者

にやってもらうにも予算が必要と思いますが、その辺りの検討状況はど

うですか｡

（宮脇教育次長）

業者を含めて検討しているところですが、基本的には２階以上の外側

の窓は拭かせないということで進めていきます｡

（松田委員長）

学校等を訪問して感じることは、建設した時は、ロッカーとかも置い

ていません。窓際にそういう物を置く場合は、学校を建築する時に、な

にか規則みたいなものはないのですか｡

（竹野教育財務課長）

建築基準法でいいますと１．１ｍ以上のフェンスや壁を設置するよう

に義務づけられているのは、屋上のフェンスやベランダのフェンスで、

直接外に面している部分が建築基準法で１．１ｍ以上の確保を義務づけ

られており、そういったところについては、必ず高さが確保されていま

す｡

ただし、学校の廊下の窓については、建築基準法上は高さの制限はあ

りません｡ただ、直接外に面しているような廊下の窓等については、で

きる限り建築基準法上の１．１ｍの高さがあることが望ましいというこ

とは言えますので、今回調査をしました｡

校舎の設計等については、業者等との打ち合わせの時には、基本的に

はそういった考え方でやっていますが、高さを高くすることによって、
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景観というか、ある程度見通しが悪くなるということもありますので、

現実的には１．１ｍ以上ないところが、先程報告したとおり、四十数校

あったということで、これについては、どのような対策を取るかについ

て、今後検討し、実行して参りたいと思います｡

（松田委員長）

ロッカーを教室内に置いている学校と廊下側に置いている学校があり

ますが、できるだけ教室内に置けるようにスペースがあれば、というも

のも考えられるかなと思います。建築で決められたものでやっているけ

れど、実際生徒が入ってクラス運営や学校運営する際には、どうしても

生徒が使いやすいように（教材等を）セッティングしたりしますよね｡

そういったものも指導を徹底してやらなければいけないと思います｡

（岩崎委員）

ご報告をいただいて、対応を速やかに取るということについては、ま

ず一歩踏み出している訳ですから、これからやっていただきたいと思い

ます｡

先程、麻生委員が言われたとおりだと思ってまして、具体的に「いつ

までに」これをするのかということをきちんと判断しなければいけない

のかなと思います｡

問題は、色々アンケートを取られたなかで、県教委の事務局も意識し

ていると思いますが、法令上違反になっているのかという部分、設置物

の瑕疵といえるのかどうかという部分、より安全性を高めるためにそう

した方が望ましいと考える部分、この３つの部分は、きちんと分けて考

える必要があると思っています。先程のご説明だと、法令上の問題点は

多分ないのでないかと思います。法令上の問題は別にして、廊下の外側

に高いものを置いていると転落の可能性があるということ、これは規制

があるか分かりませんが、場合によると、それについては、速やかに「そ

ういうことはしてはいけません」ということで、撤去しなければいけな

いのかなと思います｡場合によれば設置物の瑕疵となり得るのかなとも

思います。

窓の高さが１．１ｍ以上であるべきではないかという問題は、より安

全性を考える、あるいは他の要素を考えて、総合的判断をすることにな

ると思うので、これは時期的な問題でいえば直ちにではなく、いつまで

に検討するかということでも良いと思います。そういった点をきちんと

整理して、時期を決めて方針を出さなければならないと思っています。

時期決めと、分けることは早めやらなければならないかなと思っていま

す｡

（松田委員長)
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他にありませんか｡

（林職務代理者）

２ページの一番下に今回の調査で清掃時に怪我をしそうになったとい

う事例があったということがあるのですが、今回の事例の他にあったと

いうことですか｡

（蓑田体育保健課長）

清掃時に怪我をしそうになった事例が起こったというのは、窓の桟に

またがって落ちそうになった事例です｡横にはベランダがありましたが、

危ないからすぐに降りなさいという指導をしたということです｡

（林職務代理者）

子供たちは、そういう行動を取ってしまうことがあるので、安全指導

を徹底しなければならないということですね｡

（野中教育長）

今回の事件を受けて、いくつかの通知を出して、そして、当時考えら

れる危険防止策ということで指示をしています｡３ページに次長から説

明しましたけれど、２つ目の丸で①、②、③ということで、清掃時につ

いての安全な清掃方法をきちんと指導しなさい、２階以上の窓について

は、安全が確保されない場合は絶対やってはいけない、窓のそばで机等

に上がらないということを指示しました｡

今回、清掃上の問題だけでなく、より積極的に設備全体はどうかとい

うことの調査をしました｡今回明らかになったのは、設備の点で屋上に

入れるようになっているとか、ぐらぐらしているなど危険なところが分

かりました｡これは直ちに、危険な箇所に入らないなどの対策をするよ

う指示しています｡

全体で分かったことは、各学校でかなりバラバラの扱いをしていると

いうことです。今後の課題としては、手が届かないところの清掃を今後

どのようにするのか、それとロッカーの窓側に足掛かりになるようなも

のを置いてはいけないという点があるのですが、これがどういう状況で

その足掛かりというのか、小学生や小さなお子さんが遊びで、いろんな

ことをする段階でちょっと乗れるようなところに乗ると転落しやすい

と、そのような状況のことではなないかと思います｡そういったことで

状況もふまえて調査した上で、ここに書いてある３点について、結論を

出して指示を出さなければなりません｡

２階以上の窓の外側を含めどのように清掃するか、窓側に置いてある

設備についてどう考えるか、留意点は何か、清掃について適切な安全指

導をどのように行うか、これらについて、３月中に指導通知を出したい



- 13 -

と思っています｡

（松田委員長）

今後の対応について、アンケート、調査等についても、清掃だけなく、

幅広いアンケートを取っていただき、この調査に基づいて、一刻も早く

安全な学校を作っていただきたいと思っています｡

【協 議】

①第３次大分県子ども読書活動推進計画案について

（松田委員長）

それでは、協議の①「第３次大分県子ども読書活動推進計画案につい

て」協議をします。

（法雲社会教育課長）

〈説明概要〉

・第３次計画案の内容について

・目標指標について

・パブリックコメント結果について

（松田委員長）

ただいま説明がありましたが、質疑・意見等のある方はお願いします。

（林職務代理者）

読み聞かせについては、小学校高学年では自主的な読書という方法も

あります。読み聞かせボランティアのスキルアップをどのようにしてい

くかよく考え取り組んでほしいです。

（法雲社会教育課長）

県内ではボランティアによる高校生への読み聞かせの事例がありま

す。読後感の共有や、地域の方との交流等の二次的効果もあります。ボ

ランティアや学校がどのような本を選ぶかが大切であると考えていま

す。
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（麻生委員）

２ページに、子どもを持つ前の人の読書活動への理解促進について書

かれていますが、実際に子どもを持っている家庭での読書については書

かれていないのですか。

（法雲社会教育課長）

本編の１３ページ第３章で、家庭における読書活動の推進について記

述しています。家庭での読書活動が重要であると考えています。

（松田委員長）

計画案をよく見て、また意見等あればお願いしたいです。

それでは、先に非公開と決定しました議事を行いますが、その前に、

公開でその他、何かございませんか。

それでは、非公開の議事を行いますので、関係課室長のみ在室とし、

その他の課室長及び傍聴人は退出してください。

１課（教育改革・企画課）在室

②大分県教育委員会行政組織規則等の一部改正について

（説明）

（松田委員長）

質疑・意見等のある方はお願いします。

（質問・意見等）

（松田委員長）

他に何かはございませんか。

それでは、今回の協議の結果を踏まえて、提案の方向で進めてくださ

い。

③平成２７年度大分県立高等学校入学者選抜（第一次）について

※当初、非公開であったが意思決定がなされたため要旨を公開する。（要旨公開日：３月２７日）

（教育委員会事務局）
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〈説明概要〉

①第一次入学者選抜における改善項目５点について

（出題方針、検査問題の方向性、配点、検査時間とそれに伴う検査

日程)

②改善理由３点について

（１.中学では知識・技能とともに思考力・判断力・表現力を重視、
２.中学の基礎・基本的事項と高校でも必要な思考力・判断力・
表現力を問う、３.前述のために十分な検査時間が必要）

③具体的改善事項について

（教育委員からの質問・意見）

・知識は分るが、技能は何か。

・思考力・判断力・表現力を重視するということは、一般的には難しく

なるのか。

・学校側（中学校）は、この改革の方向は知っているのか。

・変更をなるべく早く中学校に知らせて頂きたい。

・（早めに知らせる必要もあるが）検討期間をしっかり取ったほうが良

い。

・（入試）問題のサンプルを示して頂きたい。

（教育委員会事務局）

・各教科において習得すべき技能というのものがある。たとえば、数学

であれば「グラフ」を書くなどである。

・思考力・判断力・表現力を十分に測るといっても、全てが難しい問題

ではなく、基本的な問題の中にも思考判断を測る問題はある。全てが

難しくなるというな誤解を招かないようにしたい。

・学校側（中学校）は、この改革を知らない。しかし、全国的な動向と

して、このような動きはある。

・議決されれば、速やかに学校に知らせたい。なお、過去５年間で出題

方針を変更した２０県のうち周知しないのが７県、周知期間が１年未

満が９県、１～２年が３県、２年以上が１県という状況である。

・今月あと２回の協議（検討）を予定している。

・（問題サンプルについては）次回示す。

（松田委員長）

それでは、これで平成２５年度第２４回教育委員会会議を閉会します。

お疲れ様でした。



平成25年度第24回大分県教育委員会会議次第

日時 平成２６年３月４日（火）

１３：３５～１４：３０

場所 教育委員室

１ 開 会

２ 署名委員の指名

３ 議 題

（１）報 告

①平成２６年第１回定例県議会議案に対する教育委員会の意見について

（追加提案）

②県立学校における転落事故の防止等に関する調査結果について

（２）協 議

①第３次大分県子ども読書活動推進計画案について

②大分県教育委員会行政組織規則等の一部改正について

③大分県立高等学校入学者選抜（第一次）における改善について

（３）その他

４ 閉 会
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（単位：千円）

款 補正予算額 計

１０　教育費 ① 121,691,532  △ 3,519,920 118,171,612

　　教   育   総   務   費 4,978,168      △ 110,750 4,867,418

（生活環境部所管） ② 6,389,625      76,979 6,466,604

小　　　　　　　計 11,367,793    △ 33,771 11,334,022

２ 　　小     学     校     費 42,482,196    △ 1,061,408 41,420,788

３ 　　中     学     校     費 25,271,181    △ 811,771 24,459,410

４ 　　高   等   学   校   費 27,844,260    △ 1,140,305 26,703,955

５ 　　特 別 支 援 教 育 費 9,940,126      △ 483,919 9,456,207

６
　　大　　　　 学 　　　　費
（企画振興部
　　　　・福祉保健部所管）

③ 1,096,171      120,993 1,217,164

７ 　　社   会   教   育   費 2,118,690      13,243 2,131,933

８     保   健   体   育   費 1,571,115      △ 122,982 1,448,133

114,205,736  △ 3,717,892 110,487,844

構成比 (90.0%) (90.1%)

金　額 102,753,128   △ 3,208,947 99,544,181

構成比 (10.0%) (9.9%)

金　額 11,452,608    △ 508,945 10,943,663

＜参考＞

19.5% 19.1%

585,787,695 △ 7,195,426 578,592,269

県予算額に占める教育委員会予算額の
割合

県　　予　　算　　額

平成２５年度３月補正予算　歳出（教育委員会）

既決予算額

１

    う   ち   事   業   費

項

教育委員会所管分計（①－②－③）

　　う   ち   人   件   費
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（部局名：教育委員会） （単位：千円）

2,684,450

＜△ 237,314＞

(2,447,136)

4,546

＜200,000＞

(204,546)

235,629

＜△ 72,480＞

(163,149)

507,848

＜△ 115,783＞

(392,065)

平成２５年度一般会計３月補正予算案

事　業　名

既決予算額
＜補正予算案＞
（累計予算額）

補　正　要　求　の　概　要 所管課

教育財務課

　大分工業高校の大規模改造の入札残などに伴う減額
　・高校改革プラン分     　　  　△27,539
  ・大規模改造　　 　     　　　△354,398
　・非構造部材耐震対策    　　  　 19,975
  ・その他（用地購入費）   　　    35,328
  ・その他（設計・地質調査など）   89,320

文化課

 高等学校施設整備事業

全国高等学校総合体育大
会開催事業

　２５年８月に開催した全国高等学校総合体育大会の大分県実行委員会
への負担金確定等に伴う減額

全国高校総体
推進局

文化課

文化財発掘受託事業

1

2

3

4

文化活動推進事業

　芸術会館に寄託されている南海コレクション５０点について、売却さ
れ散逸する恐れがあることから、購入に備えて美術品取得基金に２億円
を積み立てるための増額
　・「アンチーブの風景」（パブロ・ピカソ）
　・「母と子」（マルク・シャガール）
　・「楽器を奏でる従者と女性」（マリー・ローランサン）
　・「オルジャン通り」（モーリス・ユトリロ）　など

　高速道路などの建設に伴う埋蔵文化財発掘調査の対象面積が、当初の
見込みを下回ったことなどに伴う減額
  ・国　土　交　通　省　　　　　△63,184
　・西日本高速道路(株)　　    　　　 154
　・大分県土地開発公社 　　　　　△9,450
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美術品の取得について
２６．３．５

Ⅰ 南海コレクションとは

（１）佐伯市にある健康保険南海病院(以下「南海病院」という。)において、昭和５
０年代、医療の一環として、来院者などの癒しのため収集された絵画など約６
００点。

（２）２０世紀のフランス美術の画家やパリで学んだ日本人画家を主体とした明るい
具象画が多く、病院内に展示されている。

（３）これらのうち、以下３作品を含む主要な５０点が、芸術会館に寄託されている。

マルク・シャガール マリー・ローランサン ピエール・ボナール
「母と子」 「楽器を奏でる従者と女性」 ｢白いコルサージュの女｣

Ⅱ コレクションと県との関わり

（１）芸術会館において、平成１６年度「パリと画家たち」展を開催し、初めてコレ
クションが多くの県民に鑑賞された。

（２）その後、芸術会館に寄託された５０作品を、Ｈ２０年度～Ｈ２５年度の６年間
に亘って、芸術会館の展覧会で展示しており、作品の優しい雰囲気が県民の心
を和ませ、根強いファンを形成している。

Ⅲ コレクションの今後の取扱い

（１）南海病院の経営母体である、社団法人全国社会保険協会連合会（以下、「全社連」
と言う。）は、寄託５０作品について、寄託先の大分県に対して２５年度中の売
却を打診。

（２）県内確保の必要性
①日仏の主要な画家の作品が、まとまったコレクションとして、身近にある状況
が極めてまれなこと

②洋画部門の充実につながる優れたコレクションであること
③県民に親しまれてきた貴重なコレクションであること
などを踏まえ、散逸の危機を回避し県内での確保を行い、２７年春開館予定の
県立美術館に作品を引き継ぐ意義がある。

（３）専門家による評価を求めたところ、作品は３億９，９０８万円の評価額。
（４）大分県は、当該評価額を踏まえ、本県との関係性や芸術会館での寄託作品のこ

れまでの管理経費などを考慮した金額を提示し合意に達した。
・評価額から９，９９５万円減額し、売却額は２億９，９１３万円の見込み。

（５）購入に備えて、美術品取得基金に積み増し措置を行うため、３月補正予算に２
億円を計上。
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No. 作者名 作品名 制作年 寸法 材質・形状 No. 作者名 作品名 制作年 寸法 材質・形状 No. 作者名 作品名 制作年 寸法 材質・形状

1 ポール･アイズピリ ヴェニス 不詳 81.0×100.0 油彩・画布・額装 18 ピエール･ボナール 白いコルサージュの女 1922 65.0×50.0 油彩・画布・額装 35 児島善三郎 ミモザを配する草花
1955頃

(昭和30頃)
53.0×45.0 油彩・画布・額装

2 ルイ･ヴァルタ 座る裸婦 1897 130.0×97.0 油彩・画布・額装 19 アルベール･マルケ マルセイユ港冬景色 不詳 73.0×93.0 油彩・画布・額装 36 小山敬三 妙高遠望 不詳 53.0×65.0 油彩・画布・額装

3 ゲール･ヴァン･ヴェルデ コンポジション 1962-1964 146.0×134.0 油彩・画布・額装 20 アルベール･マルケ ポルクロールの小舟 不詳 50.0×61.0 油彩・画布・額装 37 佐藤敬 横臥裸婦
1950

(昭和25)
65.0×91.0 油彩・画布・額装

4 モーリス･ド･ヴラマンク 雪景色 不詳 65.0×81.0 油彩・画布・額装 21 アンリ･マンギャン 裸婦 1922 89.0×116.0 油彩・画布・額装 38 里見勝蔵 女の顔 不詳 41.0×31.0 油彩・画布・額装

                      　　　　　　　芸術会館に寄託されている南海コレクション一覧

5 モイーズ･キスリング ミモザ 1945 72.0×92.0 油彩・画布・額装 22 モーリス･ユトリロ オルジャン通り 1915頃 60.0×73.0 油彩・画布・額装 39 里見勝蔵 高原
1956

(昭和31)
65.0×92.0 油彩・画布・額装

6 モイーズ･キスリング 婦人像 不詳 41.0×33.0 油彩・画布・額装 23 ジョルジュ･ルオー ユビュ王の宮殿－大時計 1910-1916 72.0×55.0 油彩・画布・額装 40 田崎広助 花 不詳 73.0×53.0 油彩・画布・額装

7 アンドレ･コタヴォ ベニス･サンマルコ 不詳 89.0×116.0 油彩・画布・額装 24 マリー･ローランサン 楽器を奏でる従者と女性 不詳 81.0×100.0 油彩・画布・額装 41 東郷青児 手術室
1930

(昭和5)
194.0×112.0 油彩・画布・額装

8 マルク･シャガール 母と子 不詳 63.0×46.0 油彩・画布・額装 25 青山熊治 牛 不詳 53.0×65.0 油彩・画布・額装 42 中川一政 掛け皿とばら 不詳 91.0×73.0 油彩・画布・額装

9 カイム･スーティン 夢見る少女 不詳 41.0×33.0 油彩・画布・額装 26 朝井閑右衛門 薔薇図 不詳 53.0×57.0 油彩・画布・額装 43 林武 バラ 不詳 81.0×65.0 油彩・画布・額装

10 ラウル･デュフィ モーツァルト 1941頃 73.0×60.0 油彩・画布・額装 27 伊藤清永 紅映
1973

(昭和48)
145.0×112.0 油彩・画布・額装 44 福井良之助 舞妓

1974
(昭和49)

91.0×73.0 油彩・画布・額装

11 ラウル･デュフィ シャンデリアのあるアトリエ 1942 65.0×81.0 油彩・画布・額装 28 糸園和三郎 風車(風車売り)
1960

(昭和35)
80.0×65.0 油彩・画布・額装 45 藤田嗣治 犬

1936
(昭和11)

130.0×157.0 墨・紙・額装

12 アンドレ･ドラン 黒い犬をつれたディアーヌ 不詳 196.0×96.0 油彩・画布・額装 29 浮田克躬 海辺の午下り
1982

(昭和57)
50.0×130.0 油彩・画布・額装 46 藤田嗣治 裸婦

1932
(昭和7)

49.0×85.0 彩色・紙・額装

13 キース･ヴァン･ドンゲン 競馬場 不詳 54.0×65.0 油彩・画布・額装 30 牛島憲之 晴日 不詳 65.0×91.0 油彩・画布・額装 47 前田寛治 海の見える風景
1921

(大正10)
24.0×33.0 油彩・画布・額装

14 キース･ヴァン･ドンゲン 白い衣裳の女 不詳 116.0×73.0 油彩・画布・額装 31 梅原龍三郎 人物 不詳 41.0×24.0 油彩・画布・額装 48 三岸節子 魚のいる静物 不詳 61.0×73.0 油彩・画布・額装14 キース･ヴァン･ドンゲン 白い衣裳の女 不詳 116.0×73.0 油彩・画布・額装 31 梅原龍三郎 人物 不詳 41.0×24.0 油彩・画布・額装 48 三岸節子 魚のいる静物 不詳 61.0×73.0 油彩・画布・額装

15 ジュール･パスキン カシスのナナ 1926 80.0×65.0 油彩・画布・額装 32 荻須高徳 モントルグゥイユ通り
1985

(昭和60)
97.0×130.0 油彩・画布・額装 49 宮本三郎 舞妓 不詳 46.0×38.0 油彩・画布・額装

16 パブロ･ピカソ アンチーブの風景 1965 116.0×196.0 油彩・画布・額装 33 香月泰男 青麦 不詳 91.0×61.0 油彩・画布・額装 50 山口薫 サン･トロッペ風景
1931

(昭和6)
65.0×80.0 油彩・画布・額装

17 ベルナール･ビュッフェ 静物 1949 94.0×95.0 油彩・画布・額装 34 北川民次 少年像
1974

(昭和49)
81.0×65.0 油彩・画布・額装  
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第３次大分県子ども読書活動推進計画（案）の概要

H26.3.4 社会教育課

１ 計画策定について

（１）策定根拠

① 子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年１２月）

第８条 （子ども読書活動推進基本計画）

政府は、子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画を策定しなければならない。

第９条 （都道府県子ども読書活動推進計画等）

都道府県（市町村）は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進

計画等）を基本とするとともに、当該都道府県（市町村）における子どもの読書活動の

推進に関する施策についての計画を策定するよう努めなければならない。

② 「子ども読書活動の推進に関する基本的な計画」（平成２５年５月）＜国の３次計画＞

（重点事項）

・不読率の改善（１０年以内に半減をめざす。）

※不読率（１ヶ月に１冊も本を読まなかった人の割合）

（第58回学校読書調査（全国学校図書館協議会・毎日新聞社））

（平成２４年) 小学生４．５％ , 中学生１６．４％ , 高校生５３．２％

（平成２９年目標）小学生３％以下, 中学生１２％以下, 高校生４０％以下

（平成３４年目標） 小学生２％以下, 中学生８％以下 , 高校生２６％以下

・子ども読書活動推進市町村計画の策定

（計画期間内に市１００％ 町村７０％の策定をめざす。）

※（平成２３年）全国の市町村推進計画の策定率 ５３．８%（市７１．１%、町村３８．３%）

・「学校図書館図書整備５か年計画」（平成２４～２９年）の実行

（交付税措置：図書購入、新聞の配備）

・学校図書館担当職員（いわゆる学校司書）の配置（交付税措置：２校に１名配置分）

・子供と本をつなぐネットワーク活動に対する支援

・優れた取組の奨励（表彰・普及）

（２）これまでの経過

① 「大分県子ども読書活動推進計画」（平成１６年２月）

② 「第２次大分県子ども読書活動推進計画」（平成２１年３月）

③ 「新大分県総合教育計画（改訂版）」（平成２４年３月）

（３）計画の期間 平成２６年度～平成３０年度（５年間）

２ 計画の目標

① 生きる力をはぐくむ読書習慣の形成

② いつでもどこでも質の良い読書に親しめる環境の整備

③ 図書資料を活用して調べる技能と態度の育成
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３ ３つの重点方針に基づく具体的な取組

（１）子どもの読書活動を支える人材の育成 （読書習慣の形成＝不読率の改善）

○より早い時期からの読書習慣の形成

①ホームページや広報紙等を活用して乳児期からの読み聞かせとともに、プレパパ、プレマ

マに対しても読書活動の重要性を啓発

②公共図書館等において、読み聞かせ等の講座を充実

③県立図書館において乳児からのおはなし会等を充実するとともに、市町村立図書館へ普及

○学校図書館の基盤整備と人材の育成

①校長、司書教諭等を対象とした研修を充実、徹底し、学校図書館の基盤を整備するととも

に、推進体制を確立

②学校図書館アドバイザーの派遣とスキルアップ研修により、小学校における学校司書の専

任配置の効果を点から面に拡大

③アドバイザー派遣校の活用教育の先進事例を派遣校を拠点にした域内の普及研修会により

他校に積極的に普及

④障がいのある子どもの読書活動を支援するため、あらゆる障がいに対応した資料の収集と

補助用具の整備・活用

○地域で子どもの読書活動を支える人材の育成

①県立図書館において市町村立図書館職員を対象とした児童サービス研修を充実

②研修や講座、講演会等により読書ボランティアを養成

③県立図書館、市町村立図書館を拠点に読書ボランティアの研修機会、活動の場を提供

（２） 家庭、地域、学校が連携した読書環境の整備（子ども読書活動推進市町村計画の策定）

○計画期間内に全市町村が計画策定するよう働きかけを継続

※大分県の市町村推進計画の策定率 ２２．２％（Ｈ２０） ３３．３％（Ｈ２３） ６６．７％（Ｈ２５）

○県立図書館による市町村立図書館支援の充実

①市町村立図書館職員の研修機会の充実

②レファレンス（調査相談）協力による支援

③市町村立図書館を通した小中学校への協力貸出、団体貸出の支援拡大

（３） 普及啓発活動の推進（子どもと本をつなぐネットワーク活動に対する支援）

○子ども読書活動に関係する機関・団体で構成するネットワークを構築

①子どもと本をつなぐネットワークフォーラムの県開催

②読書活動、読書環境改善の意欲を喚起するため、公募による「読書活動コンクール」を実

施

③子どもの読書活動に関する双方向の総合情報サイトを構築

４ 推進施策の効果的な実施に向けて

＜推進体制の整備と計画の進行管理＞

① 「大分県子ども読書活動推進連絡会議」による計画的・効果的な推進

② 市町村との連携・協力と子ども読書活動推進計画の策定の働きかけ

③ 目標指標の設定による計画の適切な進行管理
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に
１
冊
以
上
を
目
指
す
。
H
2
5
全
国
平
均
9
4
.4
%

中
２

49
.4
%

Ｈ
１
９

55
.0
%

中
２

83
.3
%

H
２
５

90
.0
%

全
国
平
均
以
上
を
目
指
す
。
H
2
5
全
国
平
均
8
9
.1
%

高
１

57
.7
%

H
２
５

70
.0
%

全
国
の
不
読
率
5
3
.2
%
の
半
減
（
1
0
年
後
2
6
%
以
下
、
お
お
む
ね
5
年
後

4
0
%
以
下
）
が
国
の
目
標
。
5
年
後
の
全
国
以
上
を
目
指
す
。

小
６

72
.7
%

H
２
５

82
.0
%

1
0
%
増
加
を
目
指
す
。
H
2
5
全
国
平
均
7
2
.1
%

中
３

67
.8
%

H
２
５

77
.0
%

1
0
%
増
加
を
目
指
す
。
H
2
5
全
国
平
均
7
0
.1
%

高
１

60
.2
%

Ｈ
１
９

66
.0
%

高
１

65
.6
%

H
２
５

75
.0
%

1
0
%
増
加
を
目
指
す
。
H
2
0
～
H
2
4
で
3
.5
.%
の
増
加

小
学
校

60
.2
%

Ｈ
１
８

70
.0
%

小
学
校

68
.2
%

H
２
４

10
0.
0%

1
0
0
%
達
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
蔵
書
の
内
容
の
充
実
を
目
指
す

※
全
国
平
均
を
1
1
.4
上
回
っ
て
い
る

中
学
校

60
.6
%

Ｈ
１
８

70
.0
%

中
学
校

64
.7
%

H
２
４

10
0.
0%

1
0
0
%
達
成
を
目
指
す
と
と
も
に
、
蔵
書
の
内
容
の
充
実
を
目
指
す

※
全
国
平
均
を
1
7
.2
上
回
っ
て
い
る

8
66
.1
%

Ｈ
１
９

69
.0
%

7
81
.3
%

H
２
４

96
.0
%

1
5
%
増
加
を
目
指
す
。
H
1
9
～
H
2
4
で
1
5
.2
%
の
増
加
。

※
全
国
平
均
を
0
.1
上
回
っ
て
い
る
。

専
任

配
置

20
.9
%

H
２
５

50
.0
%

地
財
措
置
（
２
校
に
１
名
配
置
）

※
県
の
学
校
図
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
取
組
に
よ
り
専
任
率
が
増
加

　
H
2
4
　
6
6
人
　
1
5
.8
％
→
H
2
5
　
8
6
人
　
2
0
.9
％

兼
任

配
置

67
.4
%

H
２
５

50
.0
%

9
22
.2
%

H
２
０

50
.0
%

9
66
.7
%

H
２
５

10
0.
0%

国
の
基
本
計
画
お
よ
び
県
計
画
を
基
本
に
す
べ
て
の
市
町
村
が
推
進

計
画
を
策
定

指
標

名
指

標
名

1
平
日
１
日
当
た
り
、
家
や
図
書
館
で
１
０
分
以

上
読
書
を
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合

（
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
文
科
省
）
）

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
数
（
県
調
査
）

読
書
活
動
を
週
１
回
以
上
実
施
し
て
い
る

学
校
の
割
合

（
小
中
：
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
県
調

査
）
）

（
高
：
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
文
科
省
）
）

公
立
図
書
館
に
お
け
る
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

１
人
あ
た
り
の
児
童
書
年
間
貸
出
冊
数
（
県
調
査
）

4

読
書
活
動
を
週
１
回
以
上
実
施
し
て
い
る

学
校
の
割
合

※
小
・
中
学
校
の
現
状
値
は
「
読
書
活
動
を
週
１
回
以

上
全
校
一
斉
で
実
施
し
て
い
る
学
校
」

（
小
中
：
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
県
調

査
）
）

（
高
：
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
文
科
省
）
）

4

１
か
月
に
１
冊
以
上
本
を
読
む
児
童
生
徒
の
割

合 （学
力
定
着
状
況
調
査
（
県
調
査
）
）

（
高
：
高
校
１
年
生
の
読
書
習
慣
に
関
す
る
調
査
（
県
調

査
）
）

公
立
図
書
館
に
お
け
る
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

１
人
あ
た
り
の
児
童
書
年
間
貸
出
冊
数
（
県
調
査
）

5
読
書
が
好
き
な
児
童
生
徒
の
割
合

（
小
中
：
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
（
文
科
省
）
）

（
高
：
学
習
習
慣
等
実
態
調
査
（
県
調
査
）
）

7
学
校
図
書
館
図
書
標
準
を
達
成
し
て
い
る

学
校
の
割
合

（
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
文
科
省
）
）

6
学
校
図
書
館
図
書
標
準
を
達
成
し
て
い
る

学
校
の
割
合

（
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
文
科
省
）
）

学
校
図
書
館
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と

連
携
し
て
い
る
小
学
校
の
割
合

（
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
文
科
省
）
）

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
る
市
町
村

の
割
合
（
県
調
査
）

学
校
図
書
館
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と

連
携
し
て
い
る
小
学
校
の
割
合

（
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
（
文
科
省
）
）

8
小
中
学
校
に
お
け
る
学
校
司
書
の
配
置
割
合

（
県
調
査
）

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
る
市
町
村

の
割
合
（
県
調
査
）

6
読
書
が
好
き
な
児
童
生
徒
の
割
合

（
学
習
習
慣
等
実
態
調
査
（
県
調
査
）
）

5
１
か
月
に
３
冊
以
上
本
を
読
む
児
童
生
徒
の
割

合 （基
礎
基
本
の
定
着
状
況
調
査
（
県
調
査
）
）

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
の
数
（
県
調
査
）

3
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第３次大分県子ども読書活動推進計画に関する
県民意見の募集（パブリックコメント）結果の概要について

１ 実施期間

平成２６年１月２１日（火）～平成２６年２月２１日（金）

２ 閲覧場所

（１）県庁ホームページ

（２）大分県教育庁社会教育課（県庁舎別館６階）

（３）大分県情報センター（県庁舎本館１階）

（４）地区情報コーナー １１カ所

（５）大分県立図書館（２階カウンター前）

３ 意見等の募集方法

①郵送、②ファクシミリ、③電子メール

４ 県民意見件数

４件

５ 意見の要旨と県の考え方及び反映状況について

№ 意見の要旨 意見に対する県の考え方及び反映状況

・県立図書館において、障がいのある子ど ・今後他県状況の把握に努め、十分参考にし

もの読書活動を支援するための資料収集に て取り組むこととします。また、以下のとおり修

ついて、他県の状況を調べ、数値目標を示 正します。

１ して取り組んでほしい。

２ 地 域 に お け る 子 ど も の 読 書 活 動 の 推 進

⑥ 障 が い の あ る 子 ど も に 対 す る 図 書 館 サ ー

ビ ス の 充 実

「県立図書館において、障がいのある子ど

もの読書活動を支援するため、特別支援学

校をはじめ関係機関との連携を深め、障が

いに応じた資料収集に努めるとともに、障

がいのある子どもが利用しやすい環境づく

りに努めます。また、特別支援学校に対す

る各種貸出サービスの周知を図ります。」

・発達障がい（特に「読み書き障がい」 ）のあ ご指摘の点が明確になるよう、以下のとおり修

る子ども向けの資料の整備が必要ではない 正します。

か 。計画に盛 り込まれていないのではない

か。 ３ 学 校 等 に お け る 子 ど も の 読 書 活 動 の 推 進

⑥ 障 が い の あ る 子 ど も の 読 書 活 動 の 推 進

ｂ 障 が い の 状 態 に 応 じ た 読 書 活 動 の 充 実
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「一人一人の興味・関心を喚起することができ

るよう、読み聞かせやパネルシアター等に取り

組み 、学習の場や日常生活で本に触れる機

会を多く設定したり 、あらゆる障がいに応じた

読書活動のための補助用具の整備・活用に努

めます。」

・学校図書館における台帳 ・分類等の基準 ・県としての指針が必要であると考えており 、

や方針を県として統一してほしい。 今後検討を進めてまいります。

２ ・学校司書及び司書教諭の専任配置と 、各 ・本計画において、学校図書館の環境整備

自治体もし くは教育事務所ごとの学校図書 とそのための専門的職員配置の促進及び関

館アドバイザーの配置を希望する。 係者への研修の充実等については重点方針

として位置付けており、計画に基づいて学

校図書館のより一層の充実と図書館活用教

育を進めてまいります。

・学校図書館関係者が情報共有できるホー ・学校図書館関係者を含む子どもの読書関

ムページ等の整備をしてほしい。 係者の情報共有のためホームページの構築

に努めます。

・各自治体の図書館で子ども読書リーダーの ・県立図書館等におけるスクールサービス

育成や、調べ学習支援を行 うための県から デイの取組や、各市町村における先行取組

の支援をしてほしい。 事例の普及に努めるとともに、実施する市

町村立図書館に対する支援をします。

ご指摘の点について、以下のとおり修正しま

す。

２ 地域における子どもの読書活動の推進

⑪調べ学習等への対応の充実

「県立図書館において、休館日の図書館を

学校の調べ学習に開放するスクールサービ

スデイ等を実施し、学校や市町村立図書館

における調べ学習に関する資料・情報の収

集及び提供に努めます。また、市町村立図

書館において、調べ学習が展開されるよう、

資料の収集・提供等の充実を促します。」

・学校独自で導入の難しいデータベースを、 ・県立図書館による学校への支援や学校間

県立図書館を通して利用できるような支援を の物的、人的ネットワークの充実が必要で

３ してほしい。 あると考えています。他県の事例も参考に

・県立学校間の物流システムを確保してほし しながら、学校図書館への支援に取り組ん

い。 でまいります。
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・ 各地の公民館活動等において、世代を超 ・地域における読書活動がより幅広く展開

えての読書グループをつくるなどの取組も進 されるよう、様々な読書活動の事例の普及

めてほしい。 に努めます。

・ 「読書活動を週１回以上実施している学校 ・数値目標達成のため、平成 26 年度から

の割合 」の指標について 、目標値達成のた 実施予定の管理職を含む学校図書館関係者

４ め、具体的な取組をお願いしたい。 の研修等において、読書活動の重要性の普

及に努めます。

・学校図書館の情報化について、導入及び ・学校図書館の情報化に加えて適切な維持

維持管理に財政的支援をしてほしい。 管理も必要であり、ご指摘を受けて以下のと

おり修正します。

３ 学 校 等 に お け る 子 ど も の 読 書 活 動 の 推 進

③ 学 校 図 書 館 の 整 備 ・ 充 実

ｴ)学 校 図 書 館 の 情 報 化 の 促 進

「学校図書館の情報化を図るため、学校図

書館にコンピューターを整備し、蔵書のデ

ータベース化を進めるとともに、校内ＬＡ

Ｎによって、学校内のどこにあっても学校

内外の図書情報にアクセスできるよう、図

書資料などの資源を共有する取組等を促進

します。また、機器等の適切な維持管理が図

られるよう促します。」

・学校司書の研修機会の充実と参加体制の ・学校司書を対象とした研修を実施し、参加体

整備を望む。 制の整備について各市町村へ働きかけます。
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第３次大分県子ども読書活動推進計画

（案）

平成２６年３月

大分県教育委員会
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（２）小学校・中学校・高等学校等における取組 …………………… １８

＜学校の役割＞

＜具体的な方策＞

① 学校における体制づくりの推進

② 読書習慣の確立・読書指導の充実

③ 学校図書館の整備・充実

④ 学校図書館活用推進のための人的配置の推進
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⑤ 家庭・地域との連携による読書活動の推進

⑥ 障がいのある子どもの読書活動の推進

４ 普及啓発活動 ………………………………………………………… ２３

＜具体的な方策＞

①「子ども読書の日」を中心としたイベント等による普及啓発活動の推進

② 優れた取組の奨励

③ 各種媒体による広報活動の推進

第４章 推進施策の効果的な実施に向けて …………………………………… ２４

１ 推進体制の整備 …………………………………………………………… ２４

（１）県の推進体制の充実

（２）市町村との連携・協力体制の強化と推進計画策定の働きかけ

（３）ボランティア団体等との連携・協力の促進

２ 計画の進行管理及び目標指標 …………………………………………… ２４

（別表）目標指標 ……………………………………………………………… ２５

＜参考資料＞

１ 子どもの読書活動の推進に関する法律 ………………………………… ２７

２ 県内公立図書館等一覧 …………………………………………………… ３０

３ 用語解説 …………………………………………………………………… ３１

（注）本文中の語句の末尾に※印があるものは、用語解説に掲載しています。
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第１章 第３次大分県子ども読書活動推進計画の策定に当たって

１ 計画策定の趣旨

子どもの読書活動の推進に関する法律（平成１３年法律第１５４号）は、第２

条（基本理念）において「子ども（おおむね１８歳以下の者をいう。以下同じ。）

の読書活動
※

は、子どもが、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を

豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのでき

ないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所

において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための環境の

整備が推進されなければならない。」とうたっています。また、学校教育法にお

いても、第２１条（義務教育の目標）に「読書に親しませ、生活に必要な国語を

正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと。」が明記されています。

これらを踏まえ、国においては、平成２０年３月におおむね５年にわたる施策

の基本的方向と具体的な方策を示した「子ども読書活動推進基本計画（第２次計

画）」が策定され、引き続き平成２５年５月に第３次計画が策定されました。

本県においては、こうした国の動向を踏まえ、平成２１年３月に策定した「第

２次大分県子ども読書活動推進計画」および平成１８年６月に策定し平成２４年

３月に改訂した「新大分県総合教育計画」（平成１８～２７年度）において挙げ

た「豊かな心をはぐくむ体験活動や読書活動の推進」の下、子どもがあらゆる場

所で読書に親しむことができる環境を整備し、読書習慣を形成することを目的に

全県的な子どもの読書活動の推進に取り組んできました。

本計画は、前計画における取組の成果と課題および情勢の変化を踏まえ、新た

に大分県における子どもの読書活動を総合的かつ計画的に推進するために策定

し、継続して大分県における子どもの読書活動を推進するものです。
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２ 計画の目標及び重点方針

読書を通じて、子どもたちは読解力や想像力、思考力、表現力等生きる基礎力

を養うとともに、自ら学ぶ楽しさや知る喜びを体得し、さらなる知的探求心や真

理を求める態度を身に付けることができます。

また、社会が急激に変化し、複雑化していく中で、読書は子どもたちが自ら考

え、自ら行動し、主体的に社会の形成に参画していくために必要な知識や教養を

身に付ける契機になります。

大分県の子どもたちが自ら進んで読書に親しみ、読書習慣を身に付けていくと

ともに、読書活動を通じて生涯にわたって絶えず自発的に学ぼうとする習慣を身

に付けることを目指して、「生きる力をはぐくむ読書習慣の形成」「いつでもど

こでも質の良い読書に親しめる環境の整備」及び「図書資料を活用して調べる技

能と態度の育成」を目標に、３つの重点方針のもと、子どもの読書活動の推進に

取り組みます。

＜目標＞

● 生きる力をはぐくむ読書習慣の形成

● いつでもどこでも質の良い読書に親しめる環境の整備

● 図書資料を活用して調べる技能と態度の育成

＜重点方針＞

① 子どもの読書活動を支える人材の育成

子どもが本に親しみ、質の良い読書活動を行うためには、子どもと本をつ

なぐ、「読書を支える人」の存在が必要です。専門的能力を備えた人材が、

読書のアドバイザーとして、子どもの発達段階を踏まえて適切な本を紹介す

るなど、子どもに読書の楽しさを実感させることが重要です。

（取組の方向性）

・より早い時期での子どもの読書習慣形成のための乳児期からの読書活動

支援

・学校図書館の基盤整備のための専門的職員配置の促進と関係者への研修

の充実

・地域で子どもの読書活動を支えるための読書ボランティアの養成と活動

支援
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② 家庭・地域・学校が連携した読書環境の整備

子どもの自主的な読書活動を促進し、読書習慣を形成するためには、家庭・

地域・学校において、乳幼児期から発達段階に応じて読書に親しめるように配

慮した環境づくりを行うとともに、子どもたちの感性を磨くための多様な図書

資料の整備が重要です。特に子どもの読書活動の推進にかかわる学校、関係機

関及び民間団体等がそれぞれ担うべき役割を果たすことはもとより、緊密に連

携・協力を図りつつ、取組を推進していくことが求められています。

（取組の方向性）

・全県的な読書環境整備のための、各市町村における子ども読書活動推進

計画策定の促進

・市町村立図書館、学校図書館等の支援のための、県立図書館による協力

貸出、団体貸出、協力レファレンス等の充実

③ 子どもの読書活動に関する普及啓発活動の推進

子どもの自主的な読書活動を推進するためには、その意義や重要性につい

て、県民の理解と関心を深める必要があります。

（取組の方向性）

・子どもの読書活動関係者のネットワークの構築

・子どもと本をつなぐネットワークフォーラムの開催や読書活動表彰の実

施等を通した普及啓発

・ホームページ等による情報の共有と発信

３ 計画の期間

平成２６年度からおおむね５年間とします。
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4 計画の体系

　 目　標 重点方針
＜子どもの読書活動推進のための方策＞

＜推進施策の効果的な実施に向けて＞

子どもの読書活動を支え

る人材の育成

家庭・地域・学校が連携

した読書環境の整備

子どもの読書活動に関す

る普及啓発活動の推進

１ 家庭における子どもの読書活動の推進

２ 地域における子どもの読書活動の推進

（１）図書館における取組

（２）公民館・児童館等における取組

（３）ボランティア等における取組

３ 学校等における子どもの読書活動の推進

（１）幼稚園・保育所・認定こども園等における

取組

（２）小学校・中学校・高等学校等における取組

４ 普及啓発活動

１ 推進体制の整備

（１）県の推進体制の充実

（２）市町村との連携・協力体制の強化と

推進計画策定の働きかけ

（３）ボランティア団体等との連携・協力の

促進

２ 計画の進行管理及び目標指標
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第２章 第２次大分県子ども読書活動推進計画における取組・成果・課題

１ 第２次計画期間における取組・成果

平成２１年度からの約５年間、目標である「読書習慣の形成」、「いつでも

どこでも読書に親しめる環境の整備」を達成するため、様々な方策に取り組み

ました。その結果、読み聞かせグループ数の増加、全校一斉の読書活動を実施

している学校数の増加、市町村における子ども読書活動推進計画策定率の上昇

など、子どもの読書活動を推進する環境に確かな前進が見られました。

（１）家庭・地域における取組・成果

① 子ども読書ボランティアグループ等の支援

・県立図書館に子ども読書支援センターを設置し、全県的な子ども読書活

動推進のため、子ども読書推進員の派遣や情報発信を行い、家庭や学校

等における読み聞かせ活動を支援しました。

・県立図書館において子ども読書ボランティアリーダー養成講座を実施し、

読み聞かせ等の研修会で、実技指導や助言者として活動できる実践的な

リーダーを２か年にわたり養成しました。

【読み聞かせ等グループの数】

項 目 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

グループ数 ２３５ ２７９ ３１２ ３１３

県立図書館読み聞かせ等のグループ調査結果より

県内の読み聞かせグループの数は、平成２１年度の２３５グループから

平成２４年度は３１３グループに増加するとともに、その活動はすべての

市町村において行われており、また、学校支援ボランティアとして活動す

るグループが増加傾向にあり、子どもの読書活動を支援するボランティア

団体の活動の場は広がっています。

② 発達段階に応じた図書資料及び情報の提供

・県立図書館において、学校図書館の基本的な役割や活動についてまとめ

た「学校図書館ハンドブック」を作成しました。

・小・中学生を対象にした理数系推薦図書リスト「科学読物ブックリスト」

を「児童文学と科学読物の会」の協力により作成しました。
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・ことばに関する推薦図書リスト「ことばのブックリスト ことばこ」を

作成しました。

・大分県図書館情報ネットワーク（ＯＬＩＢ）
※

を拡大し、小・中・高等学

校の選書機能の充実及び相互貸借の推進を図りました。

【県立図書館が作成したブックリスト等】

項 目 平成２２年度 平成23年度

ブックリスト等
学校図書館 科学読物 ことばのブックリスト

ハンドブック ブックリスト ことばこ

各リストは県内の公立図書館、小・中学校等に配布し活用を呼びかけま

した。また、県立図書館ホームページにおいて公開しました。

③ 家庭での読書活動推進

・ＰＴＡを対象とした研修会等において、読み聞かせの重要性について説明

するなど、読書の意義等についての啓発を行いました。

・「家庭で読書」普及啓発チラシを作成し配布しました。

・県立図書館において、子育て世代を対象に、絵本等の宅配セット貸出を行

いました。

④ 図書館職員の研修の充実及び先進事例の情報提供

・県立図書館において公立図書館等職員研修会を年間５～６回実施しまし

た。

【公立図書館等職員研修会に参加した図書館等職員の割合】

項 目 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

参 加 者 数 565人 479人 380人 477人

年間実施回数 6回 6回 6回 5回

1回あたりの参加率 37.7％ 30.4％ 26.0％ 36.8％

市町村図書館職員数 250人 263人 244人 259人

県立図書館における「公立図書館等職員研修会」
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⑤ 全県的な読書活動推進体制の整備

・平成２４年度に市町村子ども読書活動関係者研修会等を実施することで、

市町村における「子ども読書活動推進計画」策定を促進しました。

【推進計画を策定している市町村の割合】

項 目 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成2５年度

策 定 率 22.2％ 22.2％ 33.3％ 61.1％ 66.7％

策定済市町村数 4 4 6 11 12

市 町 村 数 18 18 18 18 18

資料：市町村における「子ども読書活動推進計画」の策定状況調査（大分県教育委員会）

推進計画を策定している市町村の割合は、研修会実施の効果もあり１２

市町村となり、策定率は６６．７％となりました。

（２）学校等における取組・成果

・平成２３年度から小・中学校を対象とした学校図書館活用モデル校へ学校図

書館アドバイザーを派遣し、館内整備、蔵書の充実、読書活動の活性化、授

業活用の促進を行うとともに、モデル校においての活動事例の普及研修を実

施しました。

・校長、司書教諭
※

、学校図書館担当職員（いわゆる学校司書）（以下「学校

司書」という。）等の学校図書館関係者への研修会を実施しました。

・学校図書館アドバイザー派遣の取組や、各市町村が作成する学力向上に向け

た行動計画への位置付けなどを通して、小・中学校における学校司書の専任

配置を促しました。

① 読書活動及び学校図書館を活用した学習活動の充実

【全校一斉の読書活動を実施している学校の割合】

平成２０年度 平成２２年度 平成２４年度

対 象

全 国 大分県 全 国 大分県 全 国 大分県

小 学 校 96.6％ 91.6％ 96.2％ 96.8％ 96.4％ 98.9％

中 学 校 86.9％ 47.1％ 87.5％ 63.2％ 88.2％ 53.4％

高等学校 39.7％ 63.0％ 41.1％ 59.6％ 41.0％ 48.9％

資料：学校図書館の現状に関する調査（文部科学省、大分県教育委員会）
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・全校一斉の読書活動を実施している学校数の割合は、小学校においては、

平成２４年度は９８．９％で、平成２０度と比較すると７．３ポイント

増えており、全国平均を２．５ポイント上回っています。

・中学校においては、平成２４年度は５３．４％で、平成２０年度と比較

すると６．３ポイント増えていますが、全国平均を大きく下回っていま

す。

・高等学校においては、平成２４年度は４８．９％で、平成２０年度と比

較すると１４．１ポイント減っていますが、全国平均は７．９ポイント

上回っています。

② 学校図書館の図書資料の整備等

【学校図書館図書標準
※

を達成している学校の割合】

平成２０年度 平成２２年度 平成２４年度

対 象

全国 大分県 全国 大分県 全国 大分県

小 学 校 45.2％ 63.0％ 50.6％ 68.2％ 56.8％ 68.2％

中 学 校 39.4％ 59.2％ 42.7％ 64.2％ 47.5％ 64.7％

資料：学校図書館の現状に関する調査（文部科学省、大分県教育委員会）

・学校図書館図書標準を達成している学校の割合は、小学校においては、

平成２４年度は６８．２％で、平成２０年度と比較すると５．２ポイン

ト増えており、全国平均を１１．４ポイント上回っています。

・中学校においては、平成２４年度は６４．７％で、平成２０年度と比較

すると５．５ポイント増えており、全国平均を１７．２ポイント上回っ

ています。

③ 学校図書館活用のための人的配置

【小・中学校における学校司書の配置状況】

項 目 平成２４年度 平成２５年度

1校専任配置校数 66 86

2～3校兼任配置校数 301 277

未配置校数 52 48

資料：平成２５年度小・中学校図書館の人的配置の状況（大分県教育委員会）
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・学校司書については、平成２４年度から地方交付税措置で配置のための

経費が国から一部支援されており、増加する傾向にあります。

２ 第２次計画期間における課題

読書量の多い小学生に比べ、中学生になると、その量が減少するという状況

は依然として続いており、子どもたちの自主的な読書活動を推進するために、

今後も引き続き家庭・地域・学校の連携を深め、社会全体で読書活動の取組を

進めていく必要があります。

（１）家庭・地域における課題

・テレビ、ゲーム、インターネット、携帯電話・スマートフォンなど、様々

なメディアの著しい普及に伴い、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化

しています。こうした生活環境や家庭環境の変化が、子どもたちの活字離

れを進ませる一因となっています。

・家庭において、読書が子どもの生活の中に根付くよう、様々な機会を通し

て読書活動の意義や重要性について保護者に働きかけていく必要がありま

す。

・家庭における読書活動の充実のため、親子で参加できる読書に親しむ機会

の実施及び情報提供が求められています。

・本県において図書館を設置している市町村（平成２５年４月現在）は、

１８市町村のうち１６市町村であり、また、残る２町村にも図書館同等施

設があり、全国的には比較的上位に位置しています。しかし、図書館活動

の充実には地域差があり、全県的な子ども読書活動への取組が求められて

います。

・県内の多くの地域で、子どもの読書活動に関する情報の収集・提供やおは

なし会、ボランティアに対する講座等が行われていますが、地域によって

その充実度が異なっています。各地域において、児童図書担当職員や指導

的立場の実践者を育成する必要があります。

・子どもにとって身近な存在である市町村立図書館において、幅広い児童図

書の収集・提供が行われるよう、子ども向けの図書資料費の予算確保につ

いて、引き続き市町村に働きかけていくことが必要です。

・公民館や児童館
※

にある図書室は、地域の人々の読書活動において、身近

な支援の場となっていますが、所蔵資料は必ずしも十分とはいえません。

地域ぐるみで子どもの読書活動を推進するために、公民館や児童館におい

て、子どもの読書活動に対する理解を深める取組が求められています。

[資料_協議①]
　参考資料



- 10 -

【児童生徒がテレビを見る時間】 【児童生徒がゲームをする時間】

資料：平成２５年度大分県学力定着状況調査（大分県教育委員会）

（２）学校等における課題

・幼稚園や保育所においては、読み聞かせ等の取組が積極的に行われています

が、その取組状況や蔵書等には差があります。また、発達段階に応じた読書

活動についての職員の研修が必要とされています。

・読み聞かせ等家庭での読書活動の大切さを理解してもらうための働きかけを

通して保護者を支援していくことが求められています。

・１か月に読む本の冊数が０冊と回答した小学生が７．７％（全国１１．５％）、

中学生が２８．７％（全国２６．７％）であり、中学校は小学校と比べて不

読者の割合が高くなる傾向が見られます。

・学校図書館を活用した授業を計画的に行っている学校の割合（平成２５年度）

は、小学校９７．５％、中学校８３．０％でほぼ全国平均並ですが、学校図

書館が「学習・情報センター」として、これまで以上にその機能を果たし、

学校教育の中核的な役割を担うことが求められています。

・本県において、学校図書館図書標準を達成している学校数の割合（平成２４

年度）は、１の（２）②で示した通り、小・中学校ともに６割を超えていま

すが、残りの３割について、学校図書館図書標準の達成に向けた予算措置が

求められます。また、全校について適正な図書資料の更新とさらなる整備・

充実に向けて、各市町村へ働きかける必要があります。
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３ 第２次計画策定後の子どもの読書活動を取り巻く情勢の変化

（１）情報通信技術・機器の発達による読書環境の変化

インターネット、各種電子端末等の様々な情報媒体の発達・普及により、大

量の情報が入手可能となった反面、それらのメディアの利用に関して、様々な

問題が起こっています。また、電子書籍の出版が拡大するなど、子どもの読書

を取り巻く環境は急激に変化しており、今後の推移について十分に留意するこ

とが必要です。

（２）学習指導要領の改訂

現行の学習指導要領においては、児童生徒の思考力・判断力・表現力等を育

む観点から、言語に対する関心や理解を深め、言語活動の充実を図ることとさ

れています。中でも、読書は、児童生徒の知的活動を増進し、人間形成や情操

を養う上で重要であり、望ましい読書習慣の形成を図るため、学校の教育活動

全体を通じて取り組むことが求められています。
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第３章 子どもの読書活動推進のための方策

１ 家庭における子どもの読書活動の推進

＜家庭の役割＞

家庭は、子どもにとって生活の場の基本であり、子どもが幼い頃から本の楽

しさを知るために、日常生活の中で自然に本に親しむことができる環境をつく

ることが大切です。

このため、家庭においては、保護者自身が読書活動の意義を認識し、子ども

の成長にあわせた読み聞かせをすることや、大人が楽しみながら読書する姿を

見せ、子どもとの読書や共に図書館に出向くことなどの本に親しむ工夫や配慮

が必要であり、読書を親子のふれあいの機会として活用していくことが望まれ

ています。

＜具体的な方策＞

① 保護者の読書活動への理解の促進

ｱ） 家庭教育講座等を通じた読書活動への理解の促進

県や市町村、ＮＰＯ団体などが実施する子どもの発達段階に応じた家庭

教育や子育て支援に関する講座等の機会に、読書活動の重要性、読み聞か

せのノウハウなどについて紹介するとともに、ＰＴＡの協力を得ながら、

家庭において日常的な取組がなされるよう促します。

ｲ） 広報紙等を通じた読書活動への理解の促進

乳幼児期からの読み聞かせの必要性や読書活動の重要性などについて広

報紙やホームページ等を通じて積極的に紹介することにより、家庭におけ

る読書活動に対する理解の促進を図ります。また、読書習慣のない保護者

にも読書の楽しさを伝えるために、読書週間等のイベントや講座情報など

を図書館報や市報等を活用して幅広く広報するとともに、各図書館の推薦

する本等の情報発信も行っていく必要があります。

② 家庭における読書活動への支援

ｱ） 親子で読書に親しむ機会の充実

図書館や公民館、児童館などが実施するおはなし会等、親子が共に読書

に親しむ機会及び情報の提供に努めるとともに、妊娠期、また乳幼児期か

らの親子参加の呼びかけを通じて、家庭における読書活動の充実に努めま

す。

ｲ） 家庭における読み聞かせ等に関する講座の充実

家庭における読み聞かせや読書の重要性について、理解の促進を図るた

め、保護者等を対象とした読み聞かせや子どもの本に関する講座を実施し

ます。
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ｳ） 乳児のいる家庭での読書環境の充実

乳児期から絵本に親しむため、市町村で行われているブックスタート
※

等の取組を促進し、家庭に絵本がある環境づくりに努めます。あわせて、

妊娠期から絵本に親しむための支援に努めます。

２ 地域における子どもの読書活動の推進

（１） 図書館における取組

＜図書館の役割＞

子どもの読書活動を推進していくためには、子どもにとって身近な場所で本

に親しむ環境を整備していくことも重要です。

図書館は、子どもが自分の読みたい本を豊富な蔵書の中から自由に選び、読

書の楽しさにふれることができる場であり、読書を通じて読解力や情報活用能

力を身に付けることができる場でもあります。

また、保護者にとっては、子どもに読ませたい本を選んだり、子どもの読書

について相談できる場でもあります。

図書館は、地域の情報拠点として幅広く多様な資料を収集し、子どもが利用

しやすい環境の整備や、子どもの読書に関する情報発信を行う必要があります。

更に図書館は、子どもを対象としたおはなし会や読み聞かせ、講座、企画展

示等の実施や、読書団体・ボランティアグループ等、子どもの読書活動を推進

する団体の支援や研修等を行うことで、子どもの読書活動を推進する上で大き

な役割を担っています。

今後も取組を充実させるとともに、地域における読書活動推進の中核的な役

割を果たすことが求められています。

＜具体的な方策＞

① 公立図書館の整備

県は、「図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成２４年１２月１９

日文部科学省告示）」及び国の基本計画に基づいた市町村立図書館等の整備

及び機能の充実が図られるよう働きかけます。

② 読書に親しむ機会の提供

ｱ） 子どもが本に親しむ機会の充実

県立図書館において、職員とボランティアの協力のもと、おはなし会を

定期的に実施し、絵本の読み聞かせやストーリーテリング
※

、紙芝居の上

演等を通じて、子どもが本に親しむ機会の提供に努めます。

また、市町村立図書館においても、おはなし会などの定期的な開催や、

わらべうたや赤ちゃん絵本を取り入れた乳児からのおはなし会の開催等、

本に親しむ機会の提供を働きかけます。
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ｲ） 「こどもの読書週間」における取組の充実

県立図書館において、「子ども読書の日
※

」（４月２３日）及び「こども

の読書週間」（４月２３日～５月１２日）の趣旨にふさわしい行事を開催

し、子どもが読書の楽しさに触れる機会の提供に努めます。

また、市町村立図書館にも実施を働きかけます。

ｳ） 広報紙・ホームページ等による情報提供の充実

県立図書館において、子どもや保護者、ボランティアなどに対し、広報

紙・ホームページ等を通じて、子どもの読書活動に関する情報提供に努め

ます。

また、市町村立図書館においても情報提供の充実を働きかけます。

③ 子どもの読書に関するレファレンス
※

・読書相談の充実

県立図書館において、子どもや保護者、図書館職員、ボランティア、教員

等からの子どもの読書に関するレファレンス・読書相談に対応するととも

に、県内の図書館サービスの向上が図られるよう、市町村立図書館における

子どもの読書に関するレファレンス・読書相談の支援に努めます。

④ 子どもの読書活動に関する情報提供と支援機能の強化

県立図書館において、子どもの読書活動を支援するセンター機能を充実さ

せ、子どもの読書活動に関する情報収集や広報等を行うとともに、子どもの

読書活動の支援に向け、講師の派遣やボランティア団体等の情報、また、家

庭での読書活動に役立つ情報提供に努めます。

⑤ 図書館担当職員（司書）の研修の充実

県立図書館において、子どもの読書活動を全県的に推進する観点から、児

童図書の選択・収集・提供、子どもの読書活動に資する取組の企画・実施、

利用者に対する読書相談、子どもの読書活動に対する指導等に高い専門性を

もって対応できるよう、全国や九州で開催される研修会・研究大会等に積極

的に参加し、知識や技能等の習得に努めます。

また、その内容について県内の研修会等で還元し、市町村立図書館等職員

の専門的知識・技能を高めるよう努めます。

⑥ 障がいのある子どもに対する図書館サービスの充実

県立図書館において、障がいのある子どもの読書活動を支援するため、特

別支援学校をはじめ関係機関との連携を深め、障がいに応じた資料収集に努

めるとともに、障がいのある子どもが利用しやすい環境づくりに努めます。

また、特別支援学校に対する各種貸出サービスの周知を図ります。

市町村立図書館や学校図書館においても、子どもが安心して読書に親しめ

るよう読書活動に係る環境の整備を促します。

⑦ 情報化の促進

県立図書館において、県内すべての市町村立図書館や大学図書館等の蔵書

をインターネットで一元的に検索できる横断検索システムの維持・充実に努

めます。
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また、公民館図書室を含む市町村立図書館において、インターネット検索

システムの導入や利用者用コンピューターの設置等の情報化が図られるよう

働きかけます。

更に、学校図書館の読書環境の充実のため、学校図書館に所蔵していない

本を、公立図書館から貸出しできるシステムの構築に向けて、市町村立図書

館と学校図書館のネットワーク化を働きかけます。

⑧ 公立図書館相互や関係機関との連携・協力の推進

ｱ） 市町村立図書館への支援と連携の強化

県立図書館において、レファレンスの援助、司書の研修等を通じて、市

町村立図書館の児童サービスを支援します。さらに市町村立図書館の児童

サービスの現状把握を行うとともに、情報の共有に努めます。

ｲ） 関係機関等との連携・協力の促進

公立図書館、特に市町村立図書館を中心として、読み聞かせグループな

どのボランティア団体や青少年団体等の関係団体、保健所・保健センター、

保育所、児童館、民間施設などの関係機関と連携・協力し、子どもの読書

活動に関する行事や講座等の充実、ブックリスト等の配布により、県内の

あらゆる地域で本に出会える環境づくりをすすめ、子どもの読書活動を推

進する取組を働きかけます。

⑨ 学校図書館との連携・協力の推進

学校における学習を支援するとともに、学ぶ意欲の向上を促すため、県立

図書館と学校図書館とのネットワークを強化し、学校へ資料の貸出しを行う

ことにより、学校との連携・協力の推進に努めます。

また、市町村立図書館において、小・中学校との連携・協力の推進が図ら

れるよう促します。

⑩ 読書ボランティアの養成と活動支援

県立図書館では、県内の各地域や学校において子どもの読書に関わるボラ

ンティア活動をしている方を支援するため、資質向上の機会の提供等に努め

ます。

また、市町村立図書館においても読書ボランティアの養成が促進され、県

内全域で子どもの読書環境が充実するよう働きかけます。

⑪ 調べ学習等への対応の充実

県立図書館において、休館日の図書館を学校の調べ学習に開放するスクー

ルサービスデイ等を実施し、学校や市町村立図書館における調べ学習に関す

る資料・情報の収集及び提供に努めます。

また、市町村立図書館において、調べ学習が展開されるよう、資料の収集

・提供等の充実を促します。
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（2）公民館・児童館等における取組

＜公民館・児童館等の役割＞

公民館や児童館は地域住民の学習活動や子どもの健やかな成長を目的とした

地域コミュニティの拠点施設であり、特に公民館には家庭・地域・学校の連携

の拠点としての機能も求められています。

これらの施設は、子どもが本と出会い親しむ機会を提供し、子どもの読書に

ついて気軽に相談できる場所となるような環境整備に努めるとともに、読書活

動の意義や重要性の普及啓発に努めることが期待されています。

＜具体的な方策＞

① 読書に親しむ機会の充実

子どもの読書への興味・関心を高めるため、図書室において保護者や地域

ボランティアによる読み聞かせやおはなし会などの活動を促すとともに、「放

課後子ども教室
※

」や「放課後児童クラブ
※

」の活動においても、読み聞かせ

等の読書活動が一層充実されるよう働きかけます。

② 読書環境の整備・充実

ｱ） 子どもが読書に親しむ環境の整備

図書を気軽に閲覧できるための配慮、希望図書の貸出し等、子どもが読

書に親しむための環境づくりを促進します。

ｲ） 図書室の整備・充実

蔵書の充実を図り、子どもが楽しめる配架の方法を工夫するなど、図書

室の充実を促します。

ｳ） 公民館講座を通じた読書活動への理解の促進

公民館講座において、読書活動をテーマにした講座の開催を働きかけま

す。

③ 職員の知識・技術の向上

職員の読み聞かせ等の知識・技術の習得、その向上を目的とした研修会等

への参加を促します。

（3）ボランティア等における取組

＜ボランティア等の役割＞

読書ボランティア団体には、読み聞かせ等の活動を行うとともに、学校や家

庭、図書館・公民館・児童館等と連携した読書活動推進の取組への支援が期待

されています。

また、保健所・保健センターなどの関係機関等においても、保護者に対して、

読書活動の重要性の理解促進を図り、子どもが読書に親しむ機会の提供を行う

など、大きな役割を果たすことが期待されています。
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＜具体的な方策＞

① 情報収集・提供の充実

読み聞かせグループ等のボランティア団体の活動を支援するため、情報収

集・提供を行うとともに、県内ボランティア団体等の情報共有及び啓発のた

めの手段としてホームページ等を活用し、県民に広く情報を発信するよう努

めます。

② 研修機会等の支援

読み聞かせグループ等のボランティア団体への質の高い研修や講座、講演

会など、資質向上のための機会の提供、活動の場の提供など、活動を支える

仕組みづくりの推進に努めます。

③ 子ども読書に関わる機関や団体等のネットワークの構築

家庭・地域・学校すべてが連携して子どもの読書活動を推進していくため

に、関係機関や団体等の全県的なネットワークを構築し、情報を共有しなが

ら子ども読書活動の推進に努めます。

また、各市町村の公立図書館等を中心とした各地域におけるネットワーク

の構築に向けた取組を促します。

④ 「子どもゆめ基金
※

」等の活用の促進

国の民間団体に対する支援である「子どもゆめ基金」や各種財団事業の周

知に努め、その活用を奨励することにより、子どもの読書活動を推進するボ

ランティア団体等の活動の充実を促します。

３ 学校等における子どもの読書活動の推進

（1）幼稚園・保育所・認定こども園
※

等における取組

＜幼稚園・保育所・認定こども園等の役割＞

子どもの読書習慣を形成するためには、乳幼児期において、絵本の読み聞か

せ等により本に親しむ機会を提供するなど、子どもの読書活動の基礎を築く役

割を果たすことが求められます。幼稚園・保育所及び認定こども園等において

は、絵本や紙芝居等を整備し、子どもがいつでも本を手にとれる環境を整え、

読書の楽しさを積極的に伝えることが期待されます。

＜具体的な方策＞

① 資料、設備の整備・充実

乳幼児が主体的に絵本や物語に親しむため、興味・関心、発達段階などに

応じた絵本や紙芝居等を整備するとともに、乳幼児が自ら手にとって本に親

しみ、落ち着いてじっくりと見ることができる読書スペースを設置するなど

の環境づくりに努めます。
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② 絵本等に親しむ機会の充実

ｱ） 指導計画への位置付けの推進

指導計画の中に、発達段階に応じた絵本等を位置付け、乳幼児が絵本や

物語、紙芝居等に一層親しむ機会を確保するよう促します。

ｲ） 家庭との連携による読書活動の推進

読み聞かせや絵本等との出会いの重要性を家庭に伝えるとともに、保護

者やボランティア等の協力を得て、絵本の読み聞かせや絵本の貸出しなど

を行い、家庭における読み聞かせ等の活動を推進します。

③ 教職員、保育士等の資質向上

乳幼児が絵本や物語等に親しむ活動の取組に向け、講習会や研修会への積

極的な参加を促し、研修等を通じて教職員や保育士の理解や技能を高めるよ

う努めます。

④ 公立図書館や保護者、ボランティア等との連携・協力の推進

公立図書館や保護者、ボランティア等との連携により、子どもの発達段階

に応じた図書を選定し、その紹介に努めます。

（2）小学校・中学校・高等学校等における取組

＜学校の役割＞

学校では、従来から各教科等における学習活動を通じて読書活動が行われて

おり、子どもの読書習慣の形成と情報活用能力の育成という大きな役割があり

ます。

学校教育法においては、義務教育の目標の一つとして「読書に親しませ、生

活に必要な国語を正しく理解し、使用する基礎的な能力を養うこと」が規定さ

れています。

また、現行の学習指導要領においても、各教科等における言語活動の充実を

目指し、学校図書館の一層の活用を図ることが必要とされ、学校における読書

活動がますます重要視されています。

これらを踏まえ、学校においては、校長のリーダーシップのもと、学校図書

館活動の充実に向け、司書教諭が中心となり、学校全体で組織的に取り組む体

制を整備するとともに、「読書センター」「学習・情報センター」としての学

校図書館の計画的な活用を図り、児童生徒の主体的、意欲的な学習活動や読書

活動を充実することが求められます。

＜具体的な方策＞

① 学校における体制づくりの推進

ｱ） 学校全体で取り組む読書活動推進の体制づくり

すべての教職員が学校図書館の機能を活用した授業や取組を行えるよ

う、校長をはじめとする管理職、司書教諭および図書館担当教員、学校司

書が連携した校内組織の充実を促します。

また、学校図書館教育に関する校内研修の実施に取り組むとともに、校

外研修への参加を促進します。
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ｲ） 教育計画および年間指導計画における位置付け

長期的なビジョンに立ち、教育目標の実現に寄与し、子どもの読書活動

や学習に役立つ学校図書館づくりをすすめるとともに、学校図書館教育全

体計画を作成すること、各教科等の年間指導計画に学校図書館の活用や読

書活動の推進を位置付けることを促進します。

ｳ） 年間活動計画作成の促進

司書教諭や専門的な知識・技能を有する学校司書が中心となって計画す

る全校的な読書活動について、年間活動計画の作成を促進するとともに、

すべての教職員が目的を共有し、共通の意識を持って実施するよう働きか

けます。

ｴ） 学校図書館の計画的な利用の促進

各教科、総合的な学習の時間、特別活動
※

等の全教育活動における計画

的な利用を促し、「読書センター」「学習・情報センター」としての図書

館機能の活用を促進します。

ｵ） 学校図書館の充実に向けた指導と助言

指導主事による学校訪問の際には、学校図書館に関する状況を把握する

とともに、読書活動の推進についての指導と助言を行います。

ｶ） 学校図書館についての情報提供の充実

国等の学校図書館に関する情報を収集し、子どもの読書活動推進に関す

るホームページ等を通じて、学校図書館へ情報提供を行います。

② 読書習慣の確立・読書指導の充実

ｱ） 各教科等における読書活動の促進

各教科等の授業において本を紹介するなどの取組を行うことにより、児

童生徒の興味・関心に応じた読書支援の充実を促します。

ｲ） 朝読書、読み聞かせ等の読書活動の推進

児童生徒の読書に親しむ態度を育成し、読書習慣を身に付けさせるため、

朝の読書活動をはじめとする集団読書や読み聞かせ、ブックトーク
※

等の

一層の取組を促します。

ｳ） 推薦図書等の選定・活用

大分県学校図書館協議会の選定図書や子どもの発達段階に応じて選定さ

れた県立図書館推薦図書リストの活用を引き続き図るとともに、学校独自

の推薦図書の選定に取り組むよう促します。

ｴ） 読解力・情報活用能力の育成

学校図書館を効果的に活用することによって、各教科、総合的な学習の

時間、特別活動等において、調べ学習や多様な学習活動を展開し、読解力

や情報活用能力の育成が図られるよう促します。

ｵ） 先進的な取組の紹介による読書活動の推進

子どもの読書活動を推進する関係者などを対象とした交流会等の機会

に、読書活動の先進的な取組を行っている学校の実践事例を紹介すること

により、各学校における多様な読書活動の展開を促進します。
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ｶ） 図書委員会活動の活性化

児童生徒による図書委員会活動に関する交流や情報交換を促進します。

③ 学校図書館の整備・充実

ｱ） 蔵書の整備・充実

【小学校・中学校において】

各市町村に対して、「学校図書館図書整備５か年計画」
※

（平成２４年

～２８年）による地方交付税措置に基づき、学校図書館図書標準を達成す

るとともに、新聞を活用した学習を行う環境を整備するために、必要な予

算措置を講じ、図書館資料の整備・充実を図るよう働きかけます。

また、情報が古くなった資料等の適切な更新を行うよう促します。

【高等学校等において】

学校図書館機能を更に充実させ、生徒の探究的な学習を効果的に実施す

ることを目指して、図書および新聞等の整備・充実に努めるとともに、情

報が古くなった資料等の適切な更新を行うよう促します。

ｲ） 魅力的な図書資料等の充実

児童生徒が読みたくなる本や授業利用に役立つ本を中心に学校独自で選

定し、計画的な図書資料の充実が図られるよう促します。

ｳ） 施設・設備の整備・充実

児童生徒が行きたくなる、本が読みたくなる学校図書館になるように、

施設・設備の充実を図るとともに、余裕教室
※

などの有効活用等による読

書スペースの整備・充実、学級文庫の設置など、常に本を手に取ることが

できる読書環境づくりの工夫に努めます。

ｴ） 学校図書館の情報化の促進

学校図書館の情報化を図るため、学校図書館にコンピューターを整備し、

蔵書のデータベース化を進めるとともに、校内ＬＡＮによって、学校内の

どこにあっても学校内外の図書情報にアクセスできるよう、図書資料など

の資源を共有する取組等を促進します。

また、機器等の適切な維持管理が図られるよう促します。

④ 学校図書館活用推進のための人的配置の推進

ｱ） 司書教諭の役割の明確化

学校図書館の運営に当たっては、校長のリーダーシップのもと、司書教

諭が十分な役割を果たすことができるよう、教職員の協力体制の確立や校

務分掌上の配慮等の工夫を促すとともに、司書教諭の役割等について理解

を図るよう努めます。

ｲ） 司書教諭の発令の促進

司書教諭の養成を促進することなどにより、１２学級未満の学校におい

ても司書教諭が配置できるよう学校図書館にかかわる人づくりを促しま

す。
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ｳ） 学校司書の配置の促進

学校図書館には、子どもと本をつなぐ専門的職員として常駐の学校司書

が必要です。学校司書が学校図書館を整備し、子どもたちが自主的に学べ

る環境を整え、司書教諭と連携して様々な読書活動を企画・運営したり、

学習活動を支援したりすることが有効です。

【小学校・中学校において】

国は各市町村に対して、平成２４年度から地方交付税措置により、学校

司書配置に必要な予算措置を講じています。県も学校司書の小・中学校図

書館への配置を促します。

【高等学校等において】

学校図書館の一層の活用を図るため、今後も学校司書配置の確保と充実

に努めます。

ｴ） 学校司書と司書教諭の連携の促進

【小学校・中学校において】

学校司書の全校配置が促進されるよう市町村に働きかけるとともに、研

修会での連携事例の紹介や先進校における取組の普及等を通して、学校司

書と司書教諭の連携が図られるよう促します。

【高等学校等において】

学校図書館の活用を更に充実するため、研修会での連携事例の紹介や先

進校における取組の普及等を通して、学校司書と司書教諭の連携促進に努

めます。

ｵ） 研修等の充実

学校図書館に関する最新の情報提供や学校図書館の活用及び運営等に関

する研修を行うことにより、司書教諭と学校司書等、更に校長や教頭など

の管理職、一般教職員の資質の向上と意識の醸成を図ります。

⑤ 家庭・地域との連携による読書活動の推進

ｱ） 公立図書館との連携の推進

公立図書館の司書による学校での読み聞かせやブックトークの実演、読

書活動や学習成果物等の公立図書館での展示会開催など、公立図書館と連

携した多様な読書活動の展開を図るよう促します。

また、情報や資源の共有化を図り、公立図書館と学校図書館とのネット

ワーク化を促進します。

ｲ） 家庭・地域との連携の促進

家庭における読書習慣を身に付けさせるため、学校だよりなどを活用し

た読書のすすめや読書会等の取組を促進するとともに、読み聞かせボラン

ティアや地域住民の協力による読み聞かせなどの機会の提供を促します。

ｳ） 学校図書館の適切な開放の促進

小・中・高等学校や地域の実情に応じて、学校図書館の地域住民への開

放が進むよう促します。
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⑥ 障がいのある子どもの読書活動の推進

ｱ） 読書指導の充実

ａ 教職員の専門性の向上

障がいの状態や発達段階に応じた読書活動や読書環境の工夫など、優れ

た実践事例の紹介等により、読書活動推進に関する教職員の意識の向上を

図ります。

また、専門的な理解や技能を得ることができるよう、研修会等への参加

を促進するとともに、その内容について周知する体制づくりに努めます。

ｂ 障がいの状態に応じた読書活動の充実

一人一人の興味・関心を喚起することができるよう、読み聞かせやパネ

ルシアター
※

等に取り組み、学習の場や日常生活で本に触れる機会を多く

設定したり、あらゆる障がいに応じた読書活動のための補助用具の整備・活用

に努めます。

ｃ ボランティア等への支援の充実と連携の促進

障がいのある子どもと本をつなぐ読み聞かせ等のボランティアグループ

を育成し、活動を支援します。読み聞かせ等ボランティアグループが障が

いについて学ぶ研修機会の提供に努めます。

また、学校と保護者や地域のボランティア等との連携を図ります。

ｲ） 学校図書館の整備・充実

a 障がいの状態や発達段階に応じた図書資料等の充実

障がいのある子どもが豊かな読書活動を体験することができるよう、子

どもの様々な障がいの状態や発達段階に応じた図書資料等の選定に努めま

す。

b 読書環境の整備・充実

公立図書館と連携し、必要な資料の提供の充実を図るとともに、読書環

境の充実に努めます。
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４ 普及啓発活動

子どもの読書活動の推進に向けて、その意義や重要性について広く県民の理解と

関心を高めるとともに、子どもの読書活動に関する情報の収集・提供に努める必要

があります。

＜具体的な方策＞

① 「子ども読書の日」を中心としたイベント等による普及啓発活動の推進

・「子ども読書の日」（４月２３日）及び「こどもの読書週間」（４月２３日

～５月１２日）を県民に広報し、県立図書館において子どもが読書に親しむ

ことを目的とした行事を開催するとともに、各市町村でも活発に実施される

よう促します。

また、県や市町村の行事などについて、ホームページ等を通じた県民への

広報に努めます。

・子どもの読書活動を推進する関係者などが交流し、その活動を発表・共有

する機会を提供することにより、家庭・地域・学校における子どもの読書活

動に対する理解の促進を図ります。

② 優れた取組の奨励

国の表彰制度および、県の読書活動コンクール等により、特色ある実践を

行っている学校、図書館、民間団体及び個人を表彰し、表彰校等の優れた取

組の奨励を図るとともに、ホームページや事例発表の機会等を通じて、実践

例を広く紹介します。

③ 各種媒体による広報活動の推進

ｱ） ホームページを活用した広報活動の推進

県内のボランティア団体等の情報をはじめ、県内外の子どもの読書活動

に関する様々な情報の窓口となるホームページを設け、県内全域に広く情

報提供を行います。

ｲ） あらゆる機会を通じた広報活動の推進

県内外の子どもの読書活動に関する様々な情報発信を行うとともに、読

書活動の意義及び重要性などについての普及啓発を図るため、リーフレッ

トや広報紙の発行、マスメディア等を通じて、広く県民に情報提供を行い

ます。
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第４章 推進施策の効果的な実施に向けて

１ 推進体制の整備

（1）県の推進体制の充実

学校、図書館、市町村、民間団体等の関係者からなる「大分県子ども読書活

動推進連絡会議」を定期的に開催し、家庭・地域・学校の連携・協力の在り方

についての検討や情報交換等を行い、その成果を生かしながら施策の効果的な

推進に努めます。

また、子どもの健やかな成長を目指し、庁内部局関係課相互の密接な連携を

図るとともに、市町村、関係機関、民間団体等との連携を深め、施策を総合的、

計画的に推進します。

（2）市町村との連携・協力体制の強化と推進計画策定の働きかけ

子どもの読書活動の推進に関する総合的な推進を図るため、県と市町村がそ

れぞれの役割を担いながら、連携・協力に努めます。

県においては、市町村が実施している子どもの読書活動推進に関する様々な

情報を収集し、各市町村に提供することにより、市町村間の連携・協力体制の

整備が推進されるよう努めます。

また、子ども読書活動推進計画が未策定の市町村に対して、各地域の特性を

生かした推進計画が策定されるよう働きかけます。さらに、策定された「子ど

も読書活動推進計画」の評価・検討が行われ、計画が確実に実行されるよう促

します。

（3）ボランティア団体等との連携・協力の促進

県内における子どもの読書活動を支援するセンター機能を整備し、子どもの

読書に関する積極的な情報収集・提供を行うとともに、ボランティア団体等の

ネットワーク化を促進します。

また、家庭文庫
※

や読み聞かせグループ、学校、図書館関係者、保護者等の

交流の機会を提供することにより、子どもの読書活動にかかわる人々の連携・

協力の促進に努めます。

２ 計画の進行管理及び目標指標

本計画の効果的な実現を図るため、施策の進捗状況や目標指標（別表）の達成

状況等を検証し、「大分県子ども読書活動推進連絡会議」に報告して評価・検討

を頂き、その内容を踏まえて必要な見直しを行うなど、適切な進行管理に努めま

す。
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（別表）

目標指標

目 標 値
指 標 名 現 状 値

年度 平成３０年度

読み聞かせグループの数 ３１３ Ｈ２４ ３５０
グループ グループ

公立図書館における中学生以下の子ど １０．７冊 Ｈ２４ １４．６冊
も１人あたりの児童書年間貸出冊数

読書活動を週１回以上実施し

小学校 ９６．９％ Ｈ２４ １００．０％

ている学校の割合
中学校 ５０．４％ Ｈ２４ ９４．０％

高 校 ２８．９％ Ｈ２４ ４０．０％

小５ ８９．９％ Ｈ２５ １００．０％

１か月に１冊以上本を読む児
童生徒の割合 中２ ８３．３％ Ｈ２５ ９０．０％

高１ ５７．７％ Ｈ２５ ７０．０％

読書が好きな児童生徒の割合

小６ ７２．７％ Ｈ２５ ８２．０％

中３ ６７．８％ Ｈ２５ ７７．０％

高１ ６５．６％ Ｈ２５ ７５．０％

学校図書館図書標準を達成し 小学校 ６８．２％ Ｈ２４ １００．０％

ている学校の割合
中学校 ６４．７％ Ｈ２４ １００．０％

学校図書館においてボランティアなど
８１．３％ Ｈ２４ ９６．０％と連携している小学校の割合

小中学校における学校司書の

専任
２０．９％ Ｈ２５ ５０．０％

配置割合

配置

兼任
６７．４％ Ｈ２５ ５０．０％配置

子ども読書活動推進計画を策定してい
６６．７％ Ｈ２５ １００.０％る市町村の割合
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１ 子どもの読書活動の推進に関する法律

（平成１３年１２月１２日法律第１５４号）

（目的）

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公

共団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定

めることにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もっ

て子どもの健やかな成長に資することを目的とする。

（基本理念）

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言

葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力

を身に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあ

らゆる機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそ

のための環境の整備が推進されなければならない。

（国の責務）

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動

の推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。

（地方公共団体の責務）

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏

まえ、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。

（事業者の努力）

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活

動が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。

（保護者の役割）

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極

的な役割を果たすものとする。

（関係機関等との連携強化）

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよ

う、学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に

努めるものとする。
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（子ども読書活動推進基本計画）

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、

子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」とい

う。）を策定しなければならない。

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告す

るとともに、公表しなければならない。

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。

（都道府県子ども読書活動推進計画等）

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県にお

ける子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の

推進に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を

策定するよう努めなければならない。

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されて

いるときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本と

するとともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村

における子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活

動推進計画」という。）を策定するよう努めなければならない。

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進

計画を策定したときは、これを公表しなければならない。

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変

更について準用する。

（子ども読書の日）

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが

積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけ

ればならない。

（財政上の措置等）

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要

な財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。

附 則

この法律は、公布の日から施行する。
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「衆議院文部科学委員会における附帯決議」

政府は、本法施行に当たり、次の事項について配慮すべきである。

一 本法は、子どもの自主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備し

ていくものであり、行政が不当に干渉することのないようにすること。

二 民意を反映し、子ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、子どもの読書活動の推

進に関する施策の確立とその具体化に努めること。

三 子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことできる環

境づくりのため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。

四 学校図書館、公共図書館等が図書を購入するに当たっては、その自主性を尊重すること。

五 子どもの健やかな成長に資する書籍等については、事業者がそれぞれの自主的判断に基

づき提供に努めるようにすること。

六 国及び地方公共団体が実施する子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業への子どもの参

加については、その自主性を尊重すること。
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２ 県内公立図書館等一覧

＜公立図書館＞ 平成25年8月1日現在

館 名 郵便番号 所在地 電話番号

1 大分県立図書館 870-0008 大分市王子西町14番1号 097-546-9972

2 中津市立小幡記念図書館 871-0056 中津市片端町1366番地の1 0979-22-0679

3 中津市立三光図書館 871-0102 中津市三光成恒437番地の2 0979-43-2032

4 中津市立本耶馬渓図書館 871-0202 中津市本耶馬渓町曽木1800番地 0979-52-3033

5 中津市立耶馬溪図書館 871-0405 中津市耶馬溪町大字柿坂520番地 0979-54-3111

6 中津市立山国図書館 871-0712 中津市山国町守実130番地 0979-62-2141

7 豊後高田市立図書館 879-0605 豊後高田市御玉101番地1 0978-25-5115

8 宇佐市民図書館 879-0453 宇佐市大字上田1017番地の1 0978-33-4600

9 宇佐市民図書館安心院分館 872-0521 宇佐市安心院町下毛2130 0978-44-1111

10 宇佐市民図書館院内分館 872-0332 宇佐市院内町山城39 0978-42-5111

11 杵築市立図書館 873-0001 杵築市大字杵築1番地1 0978-62-4362

12 別府市立図書館 874-0942 別府市千代町1番8号 0977-23-2453

13 国東市国見図書館 872-1401 国東市国見町伊美2300-2 0978-82-1585

14 国東市くにさき図書館 873-0503 国東市国東町鶴川160-2 0978-72-3500

15 国東市武蔵図書館 873-0412 国東市武蔵町古市1131-1 0978-69-0946

16 国東市安岐図書館 873-0202 国東市安岐町瀬戸田728番地 0978-67-3551

17 日出町立萬里図書館 879-1506 速見郡日出町2602番地の2 0977-72-2851

18 大分市民図書館本館 870-0839 大分市金池南1丁目5番1号 097-576-8241

19 大分市民図書館ｺﾝﾊﾟﾙﾎｰﾙ分館 870-0021 大分市府内町1丁目5番38号 097-538-3500

20 臼杵市立臼杵図書館 875-0041 臼杵市大字臼杵6番地の16 0972-62-3405

21 臼杵市立臼杵図書館野津分館 875-0201 臼杵市野津町大字野津市184 0974-32-3317

22 津久見市民図書館 879-2431 津久見市大友町5-15 0972-85-0080

23 由布市立図書館 879-5506 由布市挾間町挾間104-1 097-586-3150

24 由布市立図書館庄内分館 879-5406 由布市庄内町西長宝420番地 097-582-0214

25 由布市立図書館湯布院分館 879-5102 由布市湯布院町川上3758番地1 0977-84-2604

26 佐伯市立佐伯図書館 876-0843 佐伯市中の島2丁目20番33号 0972-24-1010

27 竹田市立図書館 878-0013 竹田市大字竹田1980番地 0974-63-1048

28 豊後大野市中央図書館 879-7125 豊後大野市三重町内田881番地 0974-22-7733

29 豊後大野市歴史民俗資料館図書室 879-6643 豊後大野市緒方町下自在172 0974-42-4141

30 日田市立淡窓図書館 877-0003 日田市上城内町1番72号 0973-22-2497

31 九重町・図書館 879-4803 玖珠郡九重町大字後野上17-4 0973-76-3888

＜公立図書室及び図書館類似施設＞ ※公立図書館未設置の２町村のみ掲載

館 名 郵便番号 所在地 電話番号

1 姫島村中央公民館図書室 872-1501 東国東郡姫島村1630番地の1 0978-87-2540

2 玖珠町わらべの館 897-4404 玖珠郡玖珠町大字森868-2 0973-72-6012
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３ 用語解説

（五十音順）

○ 大分県図書館情報ネットワーク（ＯＬＩＢ）（ｐ．６）

大分県図書館情報ネットワーク（OLIB）、通称「オリーブ」。大分県立図書館のホームペー

ジからアクセスできる、県内の公立図書館、学校図書館等向けの県立図書館蔵書検索・予約

システム。

○ 学校図書館図書標準（ｐ．８）

公立義務教育諸学校において、学校図書館の図書の整備を図る際の目標として、学校規

模に応じた標準冊数を定めたもの。

○ 家庭文庫（ｐ．２４）

子どもの読書活動を推進するため、個人が自宅を開放し、児童図書の貸出しやおはなし

会等を行う場。

○ 子ども読書の日（ｐ．１４）

４月２３日。「子どもの読書活動の推進に関する法律」により、国民の間に広く子どもの

読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を

高めるために設けられた。

○ 子どもゆめ基金（ｐ．１７）

（独）国立青少年教育振興機構に設置され、青少年教育に関する民間団体が実施する読

書活動や体験活動等の振興を図る活動に対して助成を行うもの。

○ 司書教諭（ｐ．７）

学校図書館法第５条の規定に基づき、学校図書館の専門的職務を担う職員のことで、教

諭をもって充てる。１２学級以上の学校には司書教諭を配置することが義務づけられている。

○ 児童館（ｐ．９）

児童福祉法第４０条に規定される児童厚生施設の一つ。児童に健全な遊びを提供し、そ

の健康を増進したり、情操を豊かにしたりすることを目的としている。

○ 学校図書館図書整備５か年計画（ｐ．２０）

公立義務教育諸学校において、学校図書館図書標準を達成するための経費として、平成

２４年度からの５年間で、単年度約２００億円、総額約１,０００億円、また、新聞一紙を

配備する経費として単年度約５億円、総額約７５億円の地方交付税措置が講じられることと

されている。

○ ストーリーテリング storytelling（ｐ．１３）

語り手が昔話や物語を覚えて、聞き手に語り聞かせること。
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○ 読書活動（ｐ．１）

子どもが本を読むことはもちろん、絵本を見たり、ストーリーテリングを聞いたりする

こと、読書会や朗読会等に参加すること、また、読書感想文を書いたり、そのコンクールに

参加することなど、子ども自身が読書に関わりを持つこと。

○ 特別活動（ｐ．１９）

小学校では「学級活動」、「児童会活動」、「クラブ活動」及び「学校行事」を指す。

中学校では「学級活動」、「生徒会活動」及び「学校行事」を指す。

高等学校では「ホームルーム活動」、「生徒会活動」及び「学校行事」を指す。

○ 認定こども園（ｐ．１７）

幼稚園・保育園所等のうち、就学前の子どもに幼児教育・保育を提供する機能及び地域

における子育て支援を行う機能を備える施設で、都道府県知事が「認定こども園」として認

定した施設。

○ パネルシアター panel theater（ｐ．２２）

白や黒の起毛した布地を張ったパネル（舞台）に、不織布で作った人形や絵を貼ったり

外したり動かしたりしながら、話の内容に合った場面を構成し演じる、動く紙芝居のような

もの。

○ ブックスタート bookstart（ｐ．１３）

乳幼児健康診査の機会に、赤ちゃんと保護者に対し、親子で一緒に絵本を楽しむことの

大切さを伝えながら、絵本を手渡す運動。

○ ブックトーク booktalk（ｐ．１９）

一つのテーマに沿って、何冊かの本をいろいろな角度から紹介し、本の楽しさを知って

もらうための手法。

○ 放課後子ども教室（ｐ．１６）

すべての児童を対象に、放課後や週末等に小学校の余裕教室などを利用して、勉強やス

ポーツ・文化活動等の取組を実施し、子どもたちを地域社会の中で、心豊かで健やかにはぐ

くむことを目指す取組。

○ 放課後児童クラブ（ｐ．１６）

保護者が労働等により昼間家庭にいない、おおむね１０歳未満の児童に対し、授業の終

了後などに小学校の余裕教室、児童館等を利用して、適切な遊びや生活の場を与えて、その

健全な育成を図る取組。

○ 余裕教室（ｐ．２０）

学級数の減少によって恒久的に使われなくなった普通教室を指す。

○ レファレンス（レファレンスサービス） reference service（ｐ．１４）

利用者の質問や相談等に、司書が所蔵資料等を活用して調査し、資料や情報の提供など

を行う図書館サービス。
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